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電子物性 
圓山 裕（教授） 中島伸夫（准教授） 石松直樹（助教） 

光物性 
木村昭夫（教授）   真木祥千子（助教） 

分子光科学 
平谷篤也（教授） 関谷徹司（准教授） 和田真一（助教） 

吉田啓晃（助教） 

放射光科学講座（放射光科学研究センター所属） 

放射光物性 
生天目博文（教授） 佐藤 仁（准教授） Schwier Eike Fabian（助教） 
島田賢也（教授） 澤田正博（准教授） 宮本幸治（助教） 
奥田太一（教授） 松尾光一（准教授） 泉 雄大（助教） 

  井野明洋（特任准教授） 

放射光物理 
川瀬啓悟（准教授） 松葉俊哉（助教） 

専攻事務 
重冨宏美 須藤和子 前田みどり 

教員の異動 
現状では，全学から公募される人事措置に対して必要な分野やポジションに応じて要求を出す

ことになっている。その中で最近ではテニュアトラック制度による助教の採用が認められている。

一方，定年退職や転出が毎年あるが，それに応じた人事措置がなかなか認められない状態が続い

ており，教育及び研究活動に影響が出始めている。来年度はさらに3名の退職者が予定されている

ため，これ以上の人事凍結はなんとしても避けたい。 

平成30年3月31日 圓山 裕 （電子物性 教授） 
定年退職 
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1-3 専攻の大学院教育 
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大学院授業担当 

平 成 29 年 度 【 前 期 】 物 理 科 学 専 攻  授 業 時 間 割 表  

曜

日 
時限 科 目 教 員 教 室 

月 

1.2 分子光科学セミナー 平谷，関谷，吉田（啓），和田 研究室 

3.4 電子物性セミナー 圓山，中島，石松 研究室 

5.6 社会実践理学融合特論 木村，小原，圓山 E002 

7.8 
放射光物性セミナー 

生天目，島田，佐藤，奥田， 

澤田，松尾，宮本，泉，Schwier 
研究室 

クォーク物理学 志垣，杉立 B101 

9.10 宇宙物理学セミナー 小嶌，山本，岡部 研究室 

火 

1.2 相対論的宇宙論 山本 A017 

3.4 

高エネルギー宇宙学セミナー 深澤，水野，高橋，大野 研究室 

電子物性 中島 B101 

クォーク物理学セミナー 杉立，志垣，本間，三好 研究室 

5.6 量子場の理論Ⅰ 大川 B101 

7.8 素粒子論セミナー 大川，両角，石川，稲垣 研究室 

9.10 構造物性セミナー 黒岩，森吉 研究室 

水 

1.2 
   

3.4 分子分光学・光化学 平谷 A004 

5.6    

7.8 
   

9.10 先端物理科学概論 
島田，山本，深澤，志垣， 

中島，木村，森吉 
E210 

木 

1.2 
   

3.4 
光物性セミナー 木村，井野，真木 研究室 

光赤外線宇宙観測 川端，植村 C104 

5.6 
放射光科学特論Ⅰ 

生天目，川瀬，島田，佐藤， 

奥田，澤田，松尾，黒岩，石松 

放射光科学研究センター 

H201 

X 線ガンマ線宇宙観測 深澤，水野 C104 

7.8 可視赤外線天文学セミナー 川端，植村 研究室 

9.10 光物性 木村 A107 

金 

1.2 宇宙物理学 小嶌 A004 

3.4 非線形力学 入江 C104 

5.6 
   

7.8 
   

9.10 放射光物理学セミナー 川瀬，松葉 研究室 

備 考 

放射光科学院生実験（黒岩，島田，平谷，和田，中島，澤田，佐藤，川瀬。前期集

中），物理科学エクスターンシップ（木村，石川。集中形式），先端研究プレゼン

テーション演習（木村，石川，奥田，和田，三好。前期集中） 
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磁気デバイス材料学（特別講義，前期集中） 

電弱理論におけるバリオン数非保存過程（特別講義，前期集中） 

 

平 成 29 年 度 【 後 期 】 物 理 科 学 専 攻  授 業 時 間 割 表  

曜

日 
時限 科 目 教 員 教 室 

月 

1.2 分子光科学セミナー 平谷，関谷，吉田（啓）,和田 研究室 
3.4 電子物性セミナー 圓山，中島，石松 研究室 

5.6 理学融合基礎概論 B 圓山，小原，外 E002 

7.8 放射光物性セミナー 
生天目，島田，佐藤，奥田， 

澤田，松尾，宮本，泉，Schwier 
研究室 

9.10 宇宙物理学セミナー 小嶌，山本，岡部 研究室 

火 

1.2 素粒子物理学 稲垣 B101 

3.4 
高エネルギー宇宙学セミナー 深澤，水野，高橋，大野 研究室 

磁性物理学 圓山 C104 

5.6 素粒子論セミナー 大川，両角，石川，稲垣 研究室 

7.8    

9.10 構造物性セミナー 黒岩，森吉 研究室 

水 

1.2 格子量子色力学 石川 A004 

3.4 
クォーク物理学セミナー 杉立，志垣，本間，三好 研究室 

表面物理学 関谷 B101 

5.6 
   

7.8 量子場の理論Ⅱ 両角 A017 

9.10 
   

木 

1.2 
   

3.4 放射光物性 生天目 
放射光科学研究センター 

H201 

5.6 
   

7.8 
構造物性 黒岩 B101 

可視赤外線天文学セミナー 川端，植村 研究室 

9.10 光物性セミナー 木村，井野，真木 研究室 

金 

1.2 
   

3.4 
   

5.6 放射光物理学 川瀬 B101 

7.8 放射光物理学セミナー 川瀬，松葉 研究室 

9.10 
   

備 考 
研究倫理（後期集中），放射光科学特論Ⅱ（外部講師，生天目。後期集中） 
物理科学エクスターンシップ（木村，石川。集中形式） 
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大学院教育の成果とその検証 
博士課程前期では，研究する上で必要な内容を講義およびセミナー等で修得できており，特別

な場合を除き，2年間で修士の学位を取得し，就職または進学している。博士課程後期では，研究

室単位でより密着して指導が行われている。 

博士課程前期の入学定員30名に対し，35名（内部生31名，他大学から4名）が入学している。 

博士課程後期の入学定員13名に対しては，7名（内部生7名）が進学している。 

大学院生の国際学会発表実績 
○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 63 件 
○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 50 件 
○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 31 件 

大学院生の国内学会発表実績 
○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 117 件 
○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 59 件 
○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 33 件 

外国人留学生の受入状況 
○ 博士課程前期在籍者 3 名 
○ 博士課程後期在籍者 11 名 

修士論文発表実績 
平成29年度（32名） 

 氏名 論 文 題 目  
指導 
教員 

主査 副査 

1 安部太晴 ガウス過程回帰による活動銀河核ジェットの時間

変動の研究 
植村 植村 山本 

2 石井憲希 軟 X 線放射光ビームラインにおける大気圧/低真空

下での反射率実験システムの開発 
澤田 澤田 森吉 

3 市橋大地 平板試料X線吸収補正法の開発と電場印加下結晶

構造解析への応用 
森吉 森吉 奥田 

4 乾 遥香 安息香酸分子の価電子励起状態からの内殻吸収と

価電子・内殻二重励起状態での反応過程 
平谷 平谷 松尾 

5 岡本聖樹 マグネター磁気圏構造の磁気エネルギーの蓄積と

性質 
小嶌 小嶌 深沢 

6 仮屋薗寛悟 フェムト秒過渡吸収分光における紫外-可視時間相

関決定法の開発と有機ナノ結晶固相重合初期過程

の研究 

平谷 平谷 佐藤 

7 河原直貴 かなた望遠鏡によるカルシウム超過トランジェン

トiPTF15eqvの観測的研究 
川端 川端 川瀬 

8 小野颯太 時間分解 X 線吸収スペクトルによる交流電場下に

おけるチタン酸バリウム薄膜の誘電応答 
中島 中島 澤田 
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9 黒田真未 ALICE 実験前方ピクセル検出器導入時の物理性能

評価 
志垣 志垣 植村 

10 小林智貴 The Finite State Machine in the Detector Control 
System for the ALICE Muon Forward Tracker 

志垣 志垣 川端 

11 砂田裕哉 KNbO3-BaTiO3 複合粒子の core-shell 構造と誘電物

性 
黒岩 黒岩 関谷 

12 達川瑠美 量子場のエンタングルメントを起源に持つ放射 山本 山本 石川 
13 田中晃司 重力波対応天体フォローアップ観測のための全天

ガンマ線監視装置の検討 
深澤 深澤 山本 

14 戸田皓陽 ブレーザー天体の宇宙論的進化とMeVガンマ線背

景放射への寄与 
深澤 深澤 志垣 

15 豊田雄一 高強度レーザーを用いた弱結合未知粒子の探索へ

向けた光子光子衝突幾何と背景事象の研究 
杉立 杉立 大川 

16 永田龍太郎 クラスタアルゴリズムによるイジング模型のモン

テカルロシミュレーション 
大川 石川 木村 

17 中西美恵 高分解能光電子分光によるトポロジカル絶縁体

Bi2Se3 と金属薄膜の界面電子状態の研究 
島田 島田 中島 

18 廣地 諄 ブラックホールX線連星の可視偏光観測によるジ

ェットの研究 
植村 植村 平谷 

19 本田知宏 Coloured Particle-in-Cell simulations of non-Abelian 
plasma dynamics in glasma 

杉立 杉立 両角 

20 宮岡敬太 X-ray and Multiwavelength Studies of X-ray Luminous 
Clusters in the Subaru/HSC-SSP Survey Field  

深澤 深澤 志垣 

21 森 裕樹 突発天体の広視野多バンド探索に向けた国産大面

積近赤外線検出器の性能評価 
川端 川端 杉立 

22 森田 悠 モリブデンマグネリ相 Mo4O11 の異方的電導経路

可視化 
森吉 森吉 島田 

23 山口峻平 ド・ジッター時空における量子相関と量子放射 山本 山本 大川 
24 山﨑嵩斗 Fast Magnetic Field Query Algorithm for the ALICE 

O2 Project 
杉立 杉立 水野 

25 横山 渓 Ⅰ型クラスレート化合物Eu8Ga16Ge30における高

圧下アモルファス相転移のEXAFS局所構造解析 
圓山 圓山 生天目 

26 安部友啓 ペロブスカイト型強誘電体BiFeO3の構造相転移に

おけるビスマスイオンの役割 
黒岩 黒岩 圓山 

27 内田和海 ガンマ線偏光観測衛星SPHiNX搭載シンチレーシ

ョン検出部の開発 
深澤 深澤 杉立 

28 門原正剛 量子真空のエネルギー密度ゆらぎがもたらす重力

効果 
大川 大川 小嶌 

29 後藤一希 直線偏光依存ARPESによる強磁性Niの電子相関の

研究 
木村 島田 黒岩 

30 佐久間大樹 非等方宇宙における重力波の研究 山本 山本 深澤 
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31 宮下剛夫 銅酸化物高温超伝導体の電子構造におけるCo置換

効果の研究 
井野 井野 平谷 

32 吉川智己 トポロジカル絶縁体における表面光起電力効果と

キャリアダイナミクス 
木村 木村 森吉 

博士学位 
平成29年度（課程博士4名：論文博士1名） 
[1]  AWABAIKELI ROUSULI 平成 29 年 9 月 20 日授与（甲） 

Electronic structure of Kondo insulator Yb1-xZrxB12 and Kondo lattice Yb2Pt6X15 (X=Al, Ga) 
studied by photoemission spectroscopy 
（光電子分光による近藤絶縁体Yb1-xZrxB12および近藤格子Yb2Pt6X15 (X=Al, Ga)の電子状態

の研究） 
主査：佐藤 仁 
副査：大原繁男（名古屋工業大学大学院工学研究科），島田賢也，奥田太一，中島伸夫 

[2]  LU CONG 平成29年9月20日授与（甲） 
Investigation of Local Ferroelectric Order in SrTiO3 using X-ray Spectroscopies 
（X 線分光法による SrTiO3の局所的強誘電性秩序の研究） 
主査：中島伸夫 
副査：圓山 裕，黒岩芳弘，島田賢也 

[3]  八野 哲 平成30年3月6日授与（甲） 
Neutral Pion Production in Proton + Proton Collisions at √s = 8 TeV and insight into Hadron 
Production Mechanism 
（重力系エネルギー8 TeV の陽子+陽子衝突における中性 π 中間子の測定とハドロン生成機

構への知見） 
主査：志垣賢太 
副査：杉立 徹，大川正典，深澤泰司 

[4]  村上祐子 平成30年3月23日授与（甲） 
Study of the Schrödinger functional scheme for the Möbius domain wall fermion 
（メビウスドメインウォールフェルミオンを用いたシュレーディンガー汎関数法の研究） 
主査：石川健一 
副査：稲垣知宏，小嶌康史，関口宗男（国士舘大学） 

[5]  加藤祐悟 平成30年3月6日授与（乙） 
Global Current Circuit Structure in a Resistive Pulsar Magnetosphere Model 
（電気抵抗を含むパルサー磁気圏モデルの大域電流回路構造） 
主査：小嶌康史 
副査：大川正典，深澤泰司 

ＴＡの実績 
平成29年度は，博士課程前期の学生を22名（通年：6名, 前期：9名, 後期：7名）採用した。 

主たる業務は学部の実験及び演習を補助することであるが，大学院生が科目内容の再確認と教授
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法の技能の修得に役立った。 

大学院課程のカリキュラム改訂 
ミッションの再定義とRU/SGU支援事業の指定を受けて，研究力の強化と教育の国際化に対応す

るべく，平成27年度から開始した。そこで英語をメインとした必修授業を博士課程前期と後期に

それぞれ導入した。一方，それ以上のカリキュラム改訂については，大学院再編の話が出てきた

ため，そちらと絡めて議論を進め始めている。 

大学院教育の国際化 
博士課程後期の定員充足は喫緊の課題である。平成25年度中から検討してきた外国人留学生特

別選抜を活用して，平成29年度10月入学で2名（中国1名，韓国1名）を受け入れた。中国トップレ

ベルの大学（中国科学院や復旦大学等）との連携の下で優秀な学生を見出す独自の取組みを継続

している。しかし，本来，博士課程後期の定員充足は日本人学生の受入れで達成されるべきであ

る。そのためには経済的支援の充実と海外派遣等を含む国際的な研究交流の活性化が不可欠と考

えられる。本年度から外国人教員による授業や研究指導を開始した。さらに，外国人を招待した

研究室セミナーや共同研究（実験）などに院生を積極的に参加させている。例えば，物性科学講

座の研究室では学内の放射科学研究センター（HiSOR）や高輝度光科学研究センター（SPring-8）

などで国際共同実験に参画させている。大学院生には自身の研究の位置づけを確認されるととも

に，外国人を含む本学以外の研究者や学生と交流させ，様々な研究方法や共同研究のあり方を実

践的に習得させている。 
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物理科学専攻（博士課程前期） 

授 業 科 目  
博士課程前期 

単位数 履修方法 

必
修 

物理科学特別研究  8 

全
て
の
必
修
科
目
十
単
位
，
及
び
選
択
必
修
か
ら
一
科
目
（
一
又
は
二
単
位
）
を
含
む
三
〇
単
位
以
上 

基
礎 先端物理科学概論  2 

選
択
必
修 

大学院共通授業科目（基礎）（注１）  1又は2 

選

択 

専

門 

量子場の理論Ⅰ  
宇宙物理学  
電子物性  
構造物性  
量子場の理論Ⅱ  
格子量子色力学  
素粒子物理学  
非線形力学  
相対論的宇宙論  
クォーク物理学  
X線ガンマ線宇宙観測 
磁性物理学  
表面物理学  
光物性  
分子分光学・光化学  
放射光物理学  
放射光物性  
光赤外線宇宙観測  
放射光科学院生実験  
放射光科学特論Ⅰ  
放射光科学特論Ⅱ  
物理科学エクスターンシップ  

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

1～8（年間） 
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セ

ミ

ナ

ー 

素粒子論セミナー  
宇宙物理学セミナー  
クォーク物理学セミナー  
高エネルギー宇宙学セミナー 
可視赤外線天文学セミナー  
構造物性セミナー  
電子物性セミナー  
光物性セミナー  
分子光科学セミナー  
放射光物理学セミナー  
放射光物性セミナー  

8 

8 

8 

8 

8 

8 

8 

8 

8 

8 

8 

物理科学特別講義（集中講義）  

（注 1）選択必修から，1 科目（1 又は 2 単位）を超えて履修した場合は，（注 2）により特別に認めた

場合を除き，修了要件の単位には加えられない。 

（注 2）必修，選択必修（1 科目）及び選択以外の次に示す科目を履修した場合は，物理科学専攻の承

認を得て 6 単位まで，修了要件に加えることができる。 

・ 選択必修から，1 科目を超えて履修した科目 

・ 理学研究科の他専攻の授業科目 

・ 共同セミナー 

・ 理学研究科以外の他研究科等の授業科目 
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物理科学専攻（博士課程後期） 

就職情報 
博士課程前期 

進   学：博士課程後期進学 7 

企   業：富士通（株） 2，（株）デンソー 2，日立製作所（株） 1，村田製作所（株） 1， 

野村総合研究所（株） 1，（株）東芝 1，マツダ（株） 1， 

その他企業：15 

学生の表彰 
広島大学 エクセレント・スチューデント・スカラシップ 成績優秀学生表彰者：3名 
広島大学 大学院理学研究科長表彰者：1名 

1-4 専攻の研究活動 

1-4-1 物理科学専攻の教員が主導する研究拠点の活動 

物理科学専攻の教員が主導する研究拠点は2つある。 

(1) 広島大学自立型研究拠点 極限宇宙研究拠点（Core-U : Core Research for Energetic Universe） 

(2) 広島大学インキュベーション研究拠点 創発的物性物理研究拠点（ECMP：Center for Emergent 
Condensed Matter Physics in Hiroshima University） 

以下，各拠点が開催した国際会議やセミナーを紹介する。詳しい活動内容はそれぞれの拠点の

報告書を参照されたい。 

広島大学自立型研究拠点 極限宇宙研究拠点 
（Core-U：Core Research for Energetic Universe） 
平成29年度の活動 

授 業 科 目  
博士課程後期 

単位数 履修方法 

必

修 

物理科学特別研究  12 

全
て
の
必
修
科
目
十
三
単
位
を
含
む

十
四
単
位
以
上 

た
だ
し
，
選
択
科
目
は
博
士
課

程
前
期
に
お
い
て
履
修
し
て
い
な

い
科
目
を
履
修
す
る
こ
と 

基

礎 

先端研究プレゼンテーション演習  1 

選

択 

先端物理科学概論  2 

専

門 

博士課程前期の専門科目と同一の科

目を提供する（前項の物理科学専攻（博

士課程前期）専門科目の欄を参照）  
 

物理科学特別講義（集中講義）  
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25 2017 1 ☿Ⱶ♫כ 
29 5 26 16:30-17:40 

E203  
 

Ⱪꜝ♇◒ⱱכꜟ≤ ─ ─ ┼ ↑√ ─ ╡ ╖ 

26 2017 2 ☿Ⱶ♫כ 
29 7 10 16:30-17:45 

E209  
 

⅛╠─ ╩ ⅎ╢ 

27 2017 3 ☿Ⱶ♫כ 
2017 7 21 15:00-16:30 

E203  
 

◘▬◄fi☻ה◖Ⱶꜙ♬◔כ♃כ┼─  ╩ ⅎ╢≤™℮↓≤  

28 2017 4 ☿Ⱶ♫כ 
29 7 21 16:30-17:45 

E212  
 

Event Horizon Telescope≢ ∆ Ⱪꜝ♇◒ⱱכꜟ─  

29 2017 5 ☿Ⱶ♫כ 
29 8 22 10:00-12:00 

C212  
Emilio Elizalde ☻Ɑ▬fi Ᵽꜟ☿꜡♫ ICE-CSIC, IEEC  
On the concept of Big Bang and a renormalization group improved, Unified accelerating 
scenario 

30 2017 6 ☿Ⱶ♫כ 
29 11 2 14:30-16:00 

E203  
 

IceCube ⅜ ╢ ◄Ⱡꜟ◑כ  

31 2017 7 ☿Ⱶ♫כ 
30 1 11 15:00-16:30 

B301  
KEK  

LHC-ATLAS ⌐⅔↑╢ ─ ≤ ─  

32 2017 8 ☿Ⱶ♫כ 
30 1 20 13:00-17:00 
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場所：広島大学理学研究科E203教室 
講師：福嶋健二氏（東京大学） 
題目：カイラル対称性とQCD真空 
講師：山本直希氏（慶応大学） 
題目：Chirality in High-Energy Physics 

第33回（2017年度第9回）極限宇宙研究拠点セミナー 
日時：平成30年2月27日（木）15:00-16:30 

場所：広島大学理学研究科E002教室 
講師：釜江常好氏（東京大学，SLAC/KIPAC） 
題目：Evidence for GeV Cosmic Rays from White Dwarfs in the Local Cosmic Ray Spectra and in the 

Gamma-ray Emissivity of the Inner Galaxy 

第34回（2017年度第10回）極限宇宙研究拠点セミナー 
日時：平成30年3月26日（月）14:00-15:30 

場所：広島大学理学研究科E002教室 
講師：Sergei D. Odintsov氏（スペイン，バルセロナ，ICREA, ICE） 
題目：Unifying the Early-time Inflation with Late-time Dark Energy epoch：the Case of Modified 

Gravity 

広島大学インキュベーション研究拠点 創発的物性物理研究拠点 
（ECMP：Center for Emergent Condensed Matter Physics in Hiroshima University） 
平成29年度の活動 

The 1st International Workshop on Emergent Condensed Matter Physics 
日時：平成30年3月5日（月）-6日（金） 
場所：広島大学先端物質科学研究科 
概要：トポロジカル物質，熱電変換材料，超伝導，強相関電子系をテーマとして，国外5名，

国内10名（うち学外5名）のそれぞれの研究分野において第一線で活躍している研究

者を招聘し，講演・意見交換を行った。また学内の大学院生・学部4年生によるポス

ターセッション（英語）を設け，活発な議論が繰り広げられた。ポスター発表の中の

3名をBest Student Poster Awardとして選定した。 

第9回（2017年度第1回）広島大学創発的物性物理研究拠点セミナー（第506回物性セミナー合同） 
日時：平成29年5月30日（火）16:20- 

場所：広島大学理学研究科C212会議室 
講師：Prof. Tamio Oguchi (Osaka Univ.) 
題目：Theoretical/Computational Studies of X-Ray Absorption Spectroscopy 

第10回（2017年度第2回）広島大学創発的物性物理研究拠点セミナー（第507回物性セミナー合同） 
日時：平成29年7月14日（金）16:20-17:50 

場所：広島大学理学研究科C212会議室 
講師：吉田靖雄氏（東京大学物性研究所） 
題目：スピンおよび軌道分解走査トンネル顕微鏡による物性研究 
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第11回（2017年度第3回）広島大学創発的物性物理研究拠点セミナー（第508回物性セミナー・HiSOR
合同セミナー） 

日時：平成29年7月25日（火）16:20- 
場所：広島大学理学研究科C212会議室 
講師：Andrés F. Santander-Syro氏 (CSNSM, Université Paris-Sud/HiSOR, Hiroshima University) 
題目：Novel two-dimensional electron systems at the surface of transition-metal oxides 

第12回（2017年度第4回）広島大学創発的物性物理研究拠点セミナー（第509回物性セミナー合同） 
日時：平成29年7月27日（木）16:20- 
場所：広島大学理学研究科C212会議室 
講師：手束展規氏（東北大学大学院工学研究科） 
題目：高スピン分極率材料の開発 

第13回（2017年度第5回）広島大学創発的物性物理研究拠点セミナー（第511回物性セミナー合同） 
日時：平成29年9月6日（水）16:20- 

場所：広島大学先端物質科学研究科401N 
講師：野島 勉氏（東北大学金属材料研究所） 
題目：電気二重層トランジスタを用いた電界誘起二次元超伝導体の新奇物性探索 

第14回（2017年度第6回）広島大学創発的物性物理研究拠点セミナー（第512回物性セミナー合同） 
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日時：平成30年1月12日（金）16:30- 

場所：広島大学理学研究科C212会議室 
講師：Friedhelm Bechstedt氏 (University of Jena, Germany) 
題目：Properties of topological Dirac and Weyl semimetals 

1-4-2 RAの実績 
物理科学専攻の研究活動を支えるRAとして，平成29年度は15名の日本人学生及び6名の留学生

の博士課程後期大学院生を採用した。 

氏名 学年 研究グループ 指導教員 
坂本弘樹 D1 素粒子論 稲垣知宏 
高木堅太 D1 素粒子論 両角卓也 
高橋隼也 D1 素粒子論 両角卓也 
植野良紀 D1 宇宙物理学 山本一博 
信廣晃秀 D1 クォーク物理学 志垣賢太 
山川皓生 D1 クォーク物理学 志垣賢太 
中平夕貴 D1 構造物性 森吉千佳子 
上野崚一郎 D2 素粒子論 石川健一 
大兼英明 D2 素粒子論 両角卓也 
由宇朗大 D2 素粒子論 両角卓也 
上田庸資 D2 クォーク物理学 志垣賢太 
川端美穂 D2 高エネルギー宇宙 川端弘治 
中岡竜也 D2 高エネルギー宇宙 川端弘治 
田北仁志 D2 光物性 井野明洋 
村上祐子 D3 素粒子論 石川健一 
南 岳 D1 宇宙物理学 山本一博 
Fan Donxiao D1 電子物性 中島伸夫 
Zhao Qing D2 構造物性 黒岩芳弘 
Wang Xiaoxiao D2 光物性 木村昭夫 
Abdollahi Soheila D3 高エネルギー宇  
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宇宙・素粒子科学講座 

○素粒子物理グループ 

研究活動の概要 
（Ⅰ）格子量子色力学を用いた強い相互作用の研究（大川，石川） 

（ⅰ）ラージN極限におけるツイストされた時空縮約モデルの研究（大川） 
SU（N）格子ゲージ理論は，Nを無限に持っていった極限で時空の自由度を内部空間に吸

収できてしまう可能性がある。通常格子ゲージ理論は4次元格子上で定義されるが，江口・川

合は格子点が1点しかない理論（江口・川合模型）を考えた。江口・川合模型には Z（N）対

称性があり，江口・川合はこの対称性が破れていない時，通常のゲージ理論と江口・川合模

型が同じSchwinger-Dyson方程式を満たし同等であることを示した。強結合相ではこの対称性

は破れていないが，物理的に重要な弱結合相および中間結合相ではZ（N）対称性は破れてし

まい，2つの理論は同等ではない。この困難を回避するために，大川はゴンザレス・アロヨと

共同で理論にtwisted境界条件を課するtwisted江口・川合模型を提案した。29年度は，twisted
江口・川合模型を摂動論的に研究し，ラージNゲージ理論のウィルソンループを相互作用の4

次までで計算した。原著論文[1]。 

（ii）格子QCDに関するその他の計算（石川・大川） 
1）格子QCDの手法を用いた核子や軽い原子核の研究（石川） 

格子QCDを用いた第一原理計算による軽い原子核の性質の導出が世界的に進められてき

ている。ユークリッド化された場の量子論を用いて，複数のハドロンを格子上にのせその

基底状態が束縛状態となり原子核を形成するかどうかを確かめることは，ハドロン間の散

乱によるさまざまな励起状態とのエネルギー差が小さくなるため，難しい問題となってい

る。平成29年度には，筑波大学と理研の共同研究者とともに，基底状態を取り出す際にど

のような系統誤差が生じるかを調べた。具体的には2点相関関数の複数原子核生成演算子依

存性と体積依存性を高統計で調べた。核子の束縛状態の存在をいうためは，大きい体積へ

の外挿が重要であることが分かった。国際会議[1] 
陽子の荷電平均2乗半径が複数の実験で互いに少しずれているという問題がある。一体の

核子の物理的性質を格子QCDで精密に再現することはこの実験の矛盾を解決する一つの方

法である。しかしながら，今日においても格子QCDを用いて核子の様々な性質の精密な実

験値を再現できているとは言い難い。軽い原子核とともに1体の核子の精密計算を格子QCD
を用いて取り組んでいる。現在，格子QCD計算における主な系統誤差としては格子間隔誤

差と有限物理体積がある。これまでに，筑波大学と理研の共同研究者らとともに，軽い原

子核の研究のために大体積の格子QCD配位を作ってきた。この配位は体積 （8.1fm）^4で

あり，これを用いて1体の核子の各種形状因子の精密計算を行った。4元運動量移行 q^2 の

関数としての形状因子の解析に z-展開法を用いることにより，形状因子の q^2 依存性の

解析手法の妥当性を評価した。この結果，アイソベクトル電気形状因子と磁気形状因子に

ついては実験と定性的によく合う結果を得た。軸性ベクトルと擬スカラー形状因子につい

ては初期的結果を得た。これらの結果は国際会議で発表した。国際会議[2] 

2）次世代計算機に向けた格子QCDシミュレーションプログラムの開発（石川） 
ポスト京計算機の計画が2014年より始まっている。また国内の主な計算機設備の更新も
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次々と始まっている。本研究では2016年に筑波大学と東京大学に共同で設置された第2世代

のインテル Xeon Phi（KNL）を用いたシステム Oakforest-PACS に適した格子QCDシミュ

レーションプログラムの開発を行った。 Oakforest-PACS システムは1ノードに68コアとい

う多数のコアを持つCPUを搭載しており，各コアは32bit 単精度浮動小数が8個，または，

64bit 倍精度浮動小数が4個同時に演算できる512bit SIMD演算装置を持っている。しかしな

がら，ノードの消費電力を抑えるために各コアのピーク性能は必ずしも高くなく，高い実

演算性能を得るためには，いかに68コアを協調させて演算を行うかが鍵となる。このよう

な小さなコアを多数集めて高い性能を得る構造の計算機としては，GPUアクセラレータが

あり，今後の計算機アーキテクチャの一翼を担っていくと考えられている。平成29年度に

は，Oakforest-PACS 向けにチューニングした格子QCD計算用のクォークソルバー CCS 
QCD Solver ベンチマークプログラムの開発を行った。この開発は，平成28年度に引き続き

Intel 社と筑波大学計算科学研究センターとの共同研究の下で行った。 
各コアを強調させてうまく性能を引き出すための OpenMP スレッド化の工夫について

マイクロタスキングの概念を取り入れた方策を調査し，国際会議で発表した。国際会議

[3][4] 
また格子QCDの実際的な物理計算を行うことを想定して，b クォークを相対論的に取り

扱うことのできる格子間隔 1/a = 25 GeV でのクェンチ近似の計算の試行を 
Oakforest-PACS のほぼ全系を用いて行い，最大16000 MPI プロセスの並列計算でクォーク

ソルバーの性能を評価した。4000MPI プロセスや 8000 MPIプロセス, 16000 MPIプロセス

並列での性能を比較したところ良い弱スケーリング特性を得た。これらの評価結果は国際

会議で発表した。国際会議[5] 
平成28年度に引き続き計算機特性によらないクォークソルバーの高速化のためのアルゴ

リズムの理論的な研究を行った。大規模連立方程式を反復法により高速に解く方法として

は，一般に連立方程式の係数行列の性質を用いて連立方程式を変形し変形後の係数行列が

単位行列に近い形になるようにすればよい。しかしながら，この変形のための計算コスト

が変形による連立方程式を解く計算コストの削減を上回ることがほとんどであり，全体の

計算速度は遅くなることがほとんどであり，解くべき連立方程式の特性に依らない一般的

な改善手法は知られていない。クォークソルバーに関しては，代数的マルチグリッド法と

係数行列の固有値固有ベクトルを用いる方法が知られている。これらの方法も一つの連立

方程式を解くだけの場合は，これらの特殊な方法による事前準備のコスト増大のために解

を得る時間は速くならない。しかしながら同じ係数行列を持ち右辺が異なる連立方程式を

複数解く場合には有用となることがある。平性29年度は，ウィルソンクローバー型クォー

クの係数行列の固有値固有ベクトルを得るためのプログラムと，代数的マルチグリッド法

ソルバーを京コンピュータに移植しその性能評価を行った。固有値ソルバーに関しては動

作確認し，代数的マルチグリッド法については，クォーク質量が軽い場合に複数の連立方

程式を解く際に確かに計算時間が通常用いられているBiCGStab法を用いる場合よりも速く

なることが分かった。国内学会一般公演[1][2]  

3）ツイストされた境界条件下でのグラディエントフロー法による繰り込みの研究（石川・大

川） 
近年格子QCDにおいて新しい繰り込み手法であるグラディエントフロー法（GF法）が

Luscher によって提案された。この方法ではゲージ場に対して仮想時間（フロー時間）を
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導入し，熱伝導方程式様の微分方程式に基づいてゲージ場を時間発展させる。このように

フローさせたゲージ場で定義された場の強さから走る結合定数を定義することができる。

この場合走る結合定数のエネルギースケールはフロー時間の長さが対応する。この方法で

は時空間体積を無限大の大きさに取る必要があり，計算コストが問題となる。この問題を

解決するべくFodorらにより有限体積とフロー時間の比を固定するという繰り込み条件を

設定する手法が提案された。この手法では有限体積により生ずるゲージ場のゼロモードに

より，本手法の非摂動的走る結合定数と摂動的結合定数の折り合いが悪いことが知られて

いる。この点を解決するため，Ramos により，ゲージ場の境界条件を変更し，このゼロモ

ード問題が生じない手法が2つ提案された。そのうちの一つであるツイストされた境界条件

での有限体積GF法を Twisted-Gradient Flow 法（TGF法）と呼ぶ。 
TGF法による走る結合定数の非摂動的評価は Ramos により純SU（2）ゲージ理論に対し

て行われているが，QCDに近い純SU（3）ゲージ理論に対しては評価されていない。そこ

で我々は，平成27年度から純SU（3）ゲージ理論に対するTGF法による走る結合定数の非摂

動的評価を開始した。ゲージ理論に特徴的な走る結合定数と基礎パラメータであるΛパラ

メータについて結果を得た。得られた結果はこれまで知られている結果と無矛盾であった。

このことから本手法の妥当性が確認された。平成29年度はさらに統計精度を高め，より妥

当な結果を得た。原著論文[2] 

4）メビウスドメインウォールフェルミオンを用いたΛパラメータの研究（石川） 
平成27年度からメビウスドメインウォールフェルミオンのシュレーディンガー汎関数

（SF）法への適用を理論的に開発してきた。平成28年度までにメビウスドメインウォール

演算子の5次元方向の大きさが無限である場合にはΛパラメータ比が既知の値と矛盾して
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多い。そこで，超新星残骸の1つであるCTB 37Aについて，銀河面領域なので，他の天体の混入を

考慮して注意深く解析を進め，ガンマ線スペクトルを導出した。そして，他波長のデータと合わ

せて，ガンマ線の起源をHadronic, Leptonic両面から検討をより精密に放射モデルを構築して進め

るとともに，バックグラウンド評価に伴う系統誤差の精度を向上させた。 

[ひとみ衛星，すざく衛星，Swift衛星，XMM-Newton衛星のＸ線データ解析] 

ひとみ衛星のデータ解析を進めた。我々が開発に関わった軟ガンマ線検出器のかに星雲とバッ

クグラウンドのデータ解析を進め，かに星雲の軟ガンマ線偏光度を注意深く解析するとともに，

signal-to-noise比を機械学習を用いて最適化する試みを進めた。また，ひとみ衛星精密分光器SXS
によって得られたデータの解析を進めた。ペルセウス銀河団中心部におけるFe-Kラインの共鳴散

乱についてデータ解析とGeant4によるモンテカルロシミュレーションを進め，共鳴散乱を精度良

く評価し，銀河団ガスの擾乱具合に制限を与えた。また，ペルセウス銀河団の高温ガスのドップ

ラーシフトのマップを精度良く抑え，中心銀河付近で擾乱が大きいことを示し，中心活動銀河核

の影響を見出した。また，ペルセウス銀河団中心銀河NGC1275からの活動銀河核に伴うFe-Kライ

ンに関するデータ解析を進め，他の観測データも最大限活用して，鉄ラインの起源について，こ

れまでになく強い制限を与えた。 
活動銀河核からのX線放射に見られる鉄輝線構造は巨大ブラックホール周辺の物質構造を調べ

る有力な手段となる。我々はモンテカルロ計算に基づいたスペクトルモデルを開発し観測データ

に適応することで，密度や重元素比などを制限することに成功した。この手法は，今後のX線精

密分光観測へ応用できると期待される。銀河団や楕円銀河のX線放射における鉄輝船の共鳴散乱

について，これまで我々がひとみ衛星に関連して開発したモデルを応用して，楕円銀河の高温ガ

スの乱流速度の制限を行う試みを始めた。すばる超広視野カメラHSCサーベイで検出された銀河

団について，重力レンズとともにX線による質量測定を行い，銀河団の進化や宇宙論パラメータ

に制限を与えるプロジェクトを進めている。本年度は2年前から進めてきたXMM-Newton衛星の銀

河団系統的データ解析の手法をほぼ確立して5つの銀河団について論文を出すとともに，約20個の

銀河団に解析を広げた。これは宮岡修論としてまとめられた。また，その中にあった衝突銀河団

についての詳細X線データ解析を始めた。Swift衛星70ヶ月カタログで検出されたブレーザー天体

を用いてX線光度関数の導出を進め，ブレーザーの進化の情報を引き出す作業を進めた。その結

果，ガンマ線で見つかっている進化と大きな違いはないことが初めてわかった。これは戸田修論

としてまとめられた。VERITAS地上チェレンコフ望遠鏡がはくちょう座方向に発見した，大きく

広がったTeVガンマ線放射VER J2019+368の「すざく」によるX線フォローアップ観測を行った。

既知のX線パルサー星雲以外にはX線で対応天体となりうる広がった放射がないことを示し，また

欧州XMM-Newton衛星のアーカイブデータ解析とも合わせることで，X線パルサー風星雲の諸元

（広がり・スペクトル）を精度よく決め加速された電子の特質（スペクトル，粒子輸送プロセス）

を制限した。 

[将来Ｘ線ガンマ線観測に向けた活動] 
ひとみ衛星に対する代替機計画が開始され，2021年ごろに打ち上げを目指して活動が始まった。

広島大学は本年度は運用観測チームのメンバーとして加わり，搭載される予定のX線精密分光器，

X線CCDカメラに対する性能向上，サイエンス運用，ソフトウエアー開発など，サイエンス創出

に関する活動に加わった。硬X線偏光計PoGO+気球実験は，2016年に北極圏で実施したパルサー

風星雲「かに星雲」の観測結果を2編の科学論文にまとめた。この結果により「かに星雲」では，
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硬X線をシンクロトロン放射するより高エネルギーな電子・陽電子（よりパルサーの近傍に存在

する）は，トーラス状の磁場が卓越した領域に存在していることが明らかになった。他に観測し

たブラックホール連星系「はくちょう座X-1」のデータ解析も進めた。PoGO+よりも高感度な偏光

観測を実現するため，硬X線望遠鏡を搭載する気球ミッションX-Caliburとの共同研究を開始した。

最初の科学フライトは2018年12月に南極から実施予定である。一方，スウェーデンと進めてきた

ガンマ線バースト観測衛星SPHiNX計画は採択されなかったが，シンチレータや高圧電源に関する

基礎実験の結果は内田修論としてまとめられ，以下の小型意衛星にも知見が生かされる。ハンガ

リーの
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チベットは冬季に入るため，制御系の実装と観測開始は2018年度以降に持ち越しとなった。 
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Suprime-Cam”, Symposium on “New development in astrophysics through multi-messenger 
observations of gravitational wave sources”, 24 Aug. 2017, Kyoto, Japan 

[17]  Uemura, M., “High Speed Astronomy in the Era of TMT”, TMT Science Forum 2017, 7-9 Nov. 
2017, Mysore, India 

[18]  Yamanaka, M.：“OISTER Follow-up Observations of the bright Type IIP supernova SN 2017eaw”, 
American Astronomical Society, AAS Meeting #231, Jan. 8-12, 2018, Maryland, USA 

[19]  Uemura, M.：“Optical Polarization Rotations in Blazars：A Case Study of PKS 1749+096”, Dawn of 
a new era for black hole jets in active galaxies, 25-27 Jan. 2018, Sendai, Japan 

[20]  Kawahara, N.,“Optical and near-infrared study of the Ca-rich transient iPTF15eqv in the early 
phase”, 231st Meeting of the American Astronomical Society, Jan. 8-12, 2018, Gaylord National 
Resort & Convention Center （Washington, D.C., USA）, 約 2000 名 

[21]  Fukazawa Y.：“NGC 1275：Swift analysis”, Fermi-LAT Collaboration meeting, Sep. 5-8, SLAC, 80 
people 

[22]  Mizuno, T.：“Local HI clouds （Fermi, HI4PI and Planck）”, Fermi-LAT Collaboration meeting, Sep. 
5-8, SLAC, 80 people 

[23]  Abdollahi, S.：“Broadband modeling of the nonthermal emission from SNR CTB 37A”, Fermi-LAT 
Collaboration meeting, Sep. 5-8, SLAC, 80 people 

[24]  Mizuno, T.：“Local HI clouds”, Fermi-LAT Collaboration meeting, March 12-16, Pisa, 100 people 
[25]  Mizuno, T.：“Fermi@10：Fermi Symposium 2018 projects from the Diffuse/CR Groups”, 

Fermi-LAT Collaboration meeting, March 12-16, Pisa, 100 people 
[26]  Abdollahi, S.：“8 years analysis of CTB 37A”, Fermi-LAT Collaboration meeting, March 12-16, 

Pisa, 100 people 
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国内会議 
（招待講演） 

[1]  深沢泰司：「Fermi 衛星によるダークマター探査」，研究会：宇宙観測と地上実験から探る

ダークマター研究の現状と展望 ，金沢，平成 29年 10 月 2-3 日，50 名 
[2]  植村 誠：「時系列データの機械学習的アプローチ」，天文学におけるデータ科学的方法，

平成 29 年 5 月 29-31 日，統計数理研究所 
[3]  内海洋輔：「部局レベルの日中国際協力による天文台建設プロジェクト HinOTORI」，2017

年度光学赤外線天文連絡会シンポジウム，平成 29年 7月 24 日，国立天文台三鷹キャンパ

ス 
[4]  内海洋輔：「電磁波観測による重力波対応現象の追跡」，日本天文学会 2018 年春季年会，

平成 30 年 3 月 16 日，千葉大学，300 名 

[5]  川端弘治：「SPICA FIR Polarimetry for ISM and Transient Objects」，SPICA 国内研究会 2017，

平成 29 年 11 月 22 日，JAXA 相模原キャンパス／宇宙研，60名 
[6]  川端弘治：「広島大 1.5m 鏡による突発天体の可視近赤外追跡観測とそのデータの「読み方」」， 

マルチメッセンジャー天文学研究会 2018，平成 30 年 3月 26-27 日，千葉大学，50名 
[7]  大野雅功：“Follow-up observations of multi-messenger transients with future X-ray and 

gamma-ray missions” ，マルチメッセンジャー天文学研究会 2018，平成 30 年 3 月 26-27 日，

千葉大学, 50 名 
[8]  高橋弘充：「X 線ガンマ線で探るブラックホール近傍の物理」，研究会 X@広島，平成 30

年 3月 2 日，広島-　>7L  高橋弘充：㄀ࠠ 0 4
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[8]  山中雅之:
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[26]  中岡竜也:「極めて短いプラトーを持つ特異な超新星 SN2017czd の可視近赤外観測」，第 8

回光赤外線天文学大学間連携ワークショップ，平成 29年 12 月 14-15 日，国立天文台，60

名 
[27]  Liu Wei：“Development of a Compact Readout System for Optical CCD in Higashi-Hiroshima 

Observatory” ，第 8 回光赤外天文学大学間連携ワークショップ，平成 29年 12 月 14-15 日，

国立天文台，三鷹，60人 

[28]  長木舞子:「HONIR における一露出型を含む偏光モードの性能評価」，第 8回光赤外線天

文学大学間連携ワークショップ，平成 29 年 12 月 14-15 日，国立天文台三鷹キャンパス，

60 名 

[29]  松場祐樹:「広島大学 HOWPol の CCD 冷却機構改良と京都大学 3.8m 鏡用高速分光器の光学

系評価」，光赤外大学間連携ワークショップ，平成 29 年 12 月 14-15 日，国立天文台三鷹，

60 名 

[30]  長嶋大樹：「かなた望遠鏡による重力波天体追跡観測の自動解析システムの構築」，第 8

回光赤外大学間連携ワークショップ，平成 29 年 12 月 14-15 日，国立天文台三鷹，60 名 

[31]  大坪一輝:「かなた望遠鏡及びすばる望遠鏡による極超新星 SN2014as の観測」，第 8 回光

赤外大学間連携ワークショップ，平成 29 年 12 月 14-15 日，国立天文台三鷹，60 名 
[32]  森 裕樹：「IceCube-170922A イベントの OISTER フォローアップ観測結果報告」，第 8

回光赤外大学間連携ワークショップ，平成 29 年 12 月 14-15 日，国立天文台三鷹，60 名 
[33]  森 裕樹：「国産 InGaAs 赤外線検出器搭載による広島大学 HONIR の 3色同時観測に向け

た研究」，第 8回光赤外線天文学連携ワークショップ，平成 29年 12 月 14-15 日，国立天

文台三鷹キャンパス，50人 
[34]  河原直貴：「Ca-rich トランジェント iPTF15eqv の可視近赤外測光分光観測」，第 8回光赤

外線天文学大学間連携ワークショップ，平成 29年 12 月 14-15 日，国立天文台三鷹キャン

パス，約 50 名 
[35]  川端美穂：「17erp （Ia shock breakout）」，超新星研究会 2018，平成 30 年 1 月 14-16 日，

兵庫県洲本市 夢海游，14 人 
[36]  中岡竜也：「17czd （extremely short plateau）」，超新星研究会 2018，平成 30 年 1月 14-16

日，兵庫県洲本市 夢海游，14人 
[37]  長木舞子：「近傍の IIP 型超新星 2017eaw の可視光偏光観測」，超新星研究会 2018，平成

30 年 1 月 14-16 日，兵庫県洲本市 夢海游，14 人 
[38]  河原直貴：「Ca-rich トランジェント iPTF15eqv の可視近赤外観測」，超新星研究会 2018，

平成 30 年 1 月 14-16 日，兵庫県洲本市 夢海游，14 人 

[39]  川端美穂：「ごく初期に紫外域での超過を示した Ia 型超新星 SN 2017erp の測光分光観測」，

第 23回天体スペクトル研究会，平成 30年 2月 24-25 日，ノートルダム清心女子大学，30

人 
[40]  中岡竜也：「水素吸収線速度が非常に速い IIP 型超新星 SN2017czd の測光分光観測」，第

23 回天体スペクトル研究会，平成 30 年 2 月 24-25 日，ノートルダム清心女子大学 
[41]  大坪一輝:「速い減光を示した極超新星 SN 2014as の観測」，第 23回天体スペクトル研究会，

平成 30 年 2 月 24-25 日，ノートルダム清心女子大学，30 人 
[42]  高橋弘充：「ガンマ線バースト用ガンマ線偏光観測衛星 SPHiNX 計画」，宇宙科学シンポ

ジウム，平成 30 年 1 月 9日，ISAS/JAXA 
[43]  高橋弘充：「PoGO+気球実験による 2016 年フライトの成果」，大気球シンポジウム，平成
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29 年 11 月 10 日，ISAS/JAXA 
[43]  高橋弘充：「硬 X 線偏光検出器 PoGO+気球実験で探る天体の磁場・幾何学構造」，磁気流

体プラズマで探る高エネルギー天体現象，平成 29年 8月 29 日，東京 
[44]  水野恒史：「GeV ガンマ線を用いた天の川銀河の星間ガスと宇宙線の研究」，天の川銀河

研究会，平成 29 年 10 月 24-26 日，鹿児島大学 
[45]  小山恭弘：「ガンマ線バーストの X 線残光を用いた天の川銀河の星間ガス密度の評価」，

天の川銀河研究会，平成 29 年 10 月 24-26 日，鹿児島大学 
[46]  田中康之：「ニュートリノフォローアップや TeV サーベイに向けた TGSS, NVSS, PS1 デ－

タによる新しいブレ－ザ－カタログの作成」，木曽シュミットシンポジウム，平成 29年 7

月 5-6 日，東大木曽観測所 
[47]  水野恒史:「フェルミ衛星による太陽系近傍原子雲の宇宙線・星間ガスの研究」，春の物理

学会，平成 30年 3月 22-25 日，東京理科大学野田キャンパス  
[48]  高橋弘充:「硬 X 線偏光検出器 PoGO+気球実験によるカニ星雲の偏光観測」，春の天文学

会，平成 30 年 3 月 14-17 日，千葉大学西千葉キャンパス 
[49]  大野雅功:「重力波対応天体の追観測を目指した超小型 GRB 観測衛星における位置決定精

度の評価」，春の天文学会，平成 30 年 3 月 14-17 日，千葉大学西千葉キャンパス 
[50]  田中康之:「高エネルギーニュートリノ事象 IceCube-170922A：フェルミ衛星による誤差領

域内での GeV flaring ブレーザー TXS 0506+056 の検出」，春の天文学会，平成 30 年 3 月

14-17 日，千葉大学西千葉キャンパス 
[51]  山中雅之:「光赤外線大学間連携による IIP 型超新星 SN 2017eaw の追観測」，春の天文学

会，平成 30 年 3 月 14-17 日，千葉大学西千葉キャンパス 
[52]  笹田真人:「ブレーザー OJ287 の多波長偏光モニターよる粒子加速領域の特定」，春の天

文学会，平成 30 年 3 月 14-17 日，千葉大学西千葉キャンパス 
[53]  中岡竜也:「極めて短いプラトーを持つ特異な超新星 SN 2017czd の測光分光観測」，春の

天文学会，平成 30年 3月 14-17 日，千葉大学西千葉キャンパス 
[54]  内田和海:「SPHiNX 衛星で用いる GAGG シンチレータの温度特性」，春の天文学会，平

成 30年 3月 14-17 日，千葉大学西千葉キャンパス 
[55]  河原直貴:Ca-rich トランジェント iPTF15eqv の可視近赤外測光分光観測」，春の天文学会，

平成 30 年 3 月 14-17 日，千葉大学西千葉キャンパス 
[56]  鳥越健斗:「GRB 位置決定のための小型衛星搭載用大型 CsI シンチレータの MPPC 読み出し

性能評価」，春の天文学会，平成 30 年 3 月 14-17 日，千葉大学西千葉キャンパス 
[57]  長木舞子:「可視赤外線同時カメラ HONIR における一露出型含む偏光モードの性能評価」，

春の天文学会，平成 30年 3月 14-17 日，千葉大学西千葉キャンパス 
[58]  大坪一輝:「減光速度の大きな極超新星 SN 2014as の測光分光観測」，春の天文学会，平成

30 年 3 月 14-17 日，千葉大学西千葉キャンパス 
[59]  挽谷政弥:「コンプトンショルダーを用いた X 線反射モデルによる活動銀河核トーラスの

物理状態の推定」，春の天文学会，平成 30年 3月 14-17 日，千葉大学西千葉キャンパス 
[60]  今里郁弥:「Swift 衛星による電波銀河 NGC1275 の可視光から X 線帯域の変動解析」，

春の天文学会，平成 30年 3月 14-17 日，千葉大学西千葉キャンパス 
[61]  楊 冲:「XMM 衛星データを用いた MCXC J0157.4-0550 の 2 次元温度密度構造の解析」，

春の天文学会，平成 30年 3月 14-17 日，千葉大学西千葉キャンパス 
[62]  Wei Liu：「Optical and NIR Polarimetric Monitoring of AA Tau in 2014-2017」，春の天文学会，
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平成 30 年 3 月 14-17 日，千葉大学西千葉キャンパス 
[63]  高橋弘充:「ガンマ線バースト用ガンマ線偏光観測衛星 SPHiNX 計画」，秋の物理学会，平

成 29年 9月 12-15 日，宇都宮大学（峰キャンパス）  
[64]  深沢泰司:「すざく衛星 HXD-PIN のバックグラウンドモデルの改良」，秋の天文学会，平

成 29年 9月 1-13 日，北海道大学（札幌キャンパス） 
[65]  植村 誠:「広島大学かなた望遠鏡のリモート観測システム」，秋の天文学会，平成 29年 9

月 1-13 日，北海道大学（札幌キャンパス） 
[66]  水野恒史:「フェルミ衛星 LAT 検出器による MBM 53,54,55 分子雲および Pegasus loop 領

域の星間ガス・宇宙線の研究 （2）」，秋の天文学会，平成 29年 9月 1-13 日，北海道大

学（札幌キャンパス） 
[67]  高橋弘充:「ガンマ線バースト用ガンマ線偏光観測衛星 SPHiNX 計画」，秋の天文学会，平

成 29年 9月 1-13 日，北海道大学（札幌キャンパス） 
[68]  田中康之:「150 MHz TGSS, 1.4 GHz NVSS データを用いたブレーザー候補天体カタログと 

Pan STARRS データによる可視対応天体の同定」，秋の天文学会，平成 29年 9 月 1-13 日，

北海道大学（札幌キャンパス） 
[69]  大野雅功:「モンテカルロシミュレーションを用いた楕円銀河における共鳴散乱の影響の評

価」，秋の天文学会，平成 29年 9月 1-13 日，北海道大学（札幌キャンパス） 
[70]  大野雅功:「「ひとみ（ASTRO-H）」搭載軟ガンマ線検出器における軌道上バックグラウン

ドの理解」，秋の天文学会，平成 29 年 9 月 1-13 日，北海道大学（札幌キャンパス） 
[71]  中岡竜也:「低光度 IIP 型超新星 SN 2016bkv における星周物質」，秋の天文学会，平成 29

年 9月 1-13 日，北海道大学（札幌キャンパス） 

[72]  戸田皓陽:「「ブレーザーの硬 X 線光度関数と MeV ガンマ線背景放射への寄与」，秋の天

文学会，平成 29 年 9 月 1-13 日，北海道大学（札幌キャンパス） 
[73]  宮岡敬太:「Subaru/HSC サーベイ領域にある重量級銀河団の X 線観測による質量推定 III」，

秋の天文学会，平成 29年 9月 1-13 日，北海道大学（札幌キャンパス） 
[74]  田中慎之:「150 MHz TGSS, 1.4 GHz NVSS データを用いたブレーザー候補天体カタログと 

Pan STARRS データによる可視対応天体の同定 I」，秋の天文学会，平成 29年 9月 1-13 日，

北海道大学（札幌キャンパス） 
[75]  内田和海:「SPHiNX 衛星で用いる GAGG シンチレータの基礎特性評価 I」，秋の天文学会，

平成 29 年 9 月 1-13 日，北海道大学（札幌キャンパス） 
[76]  森 裕樹:「1.3k× 1.3k InGaAs 赤外線検出器の広島大学観測環境下における性能評価」，秋

の天文学会，平成 29 年 9月 1-13 日，北海道大学（札幌キャンパス） 
[77]  鳥越健斗:「将来X線偏光観測に向けたシンチレータ+MPPCでの低エネルギー応答の評価」，

秋の天文学会，平成 29年 9月 1-13 日，北海道大学（札幌キャンパス） 
[78]  山田悠梨香:「活動銀河核ジェットの多波長データを用いたマルコフ連鎖モンテカルロ法に

よる物理量推定推定 III」，秋の天文学会，平成 29年 9月 1-13 日，北海道大学（札幌キャ

ンパス） 
[79]  長木舞子:「可視近赤外線同時カメラ HONIR における一露出型偏光観測モードの性能評価」，

秋の天文学会，平成 29年 9月 1-13 日，北海道大学（札幌キャンパス） 
[80]  小山恭弘:「ガンマ線バーストの X 線残光を用いた天の川銀河の星間ガスの評価」，秋の天

文学会，平成 29 年 9 月 1-13 日，北海道大学（札幌キャンパス） 
[81]  挽谷政弥:「モンテカルロシミュレーションを用いた X 線反射モデルによる活動銀河核トー
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ラスの物理状態の推定」，秋の天文学会，平成 29年 9月 1-13 日，北海道大学（札幌キャ

ンパス） 
[82]  松場祐樹:「一露出型可視偏光撮像器 HOWPol の CCD 冷却機構の改良」，秋の天文学会，

平成 29 年 9 月 1-13 日，北海道大学（札幌キャンパス） 
[83]  今里郁弥:「Swift 衛星による電波銀河 NGC1275 の可視光から X 線帯域の変動解析」，秋の

天文学会，平成 29年 9月 1-13 日，北海道大学（札幌キャンパス） 

学生の学会発表実績 
（国際会議） 

○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 18 件 

○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 7 件 

○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 3 件 

（国内会議） 

○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 62 件 

○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 17 件 

○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 12 件 

セミナー・講演会開催実績 
[1]  観山正見，川端弘治：サイエンスパブ 西条 酒蔵 X 宇宙@賀茂泉酒造，平成 29年 7月 21

日 主催 

高大連携事業への参加状況 
[1]  深沢泰司，水野恒史，植村 誠，大野雅功，山本一博，岡部信広：高校生のための広島大

学公開講座「相対性理論と宇宙」，平成 29年 7月 28 日，広島大学，約 50 名参加，主催 

国内研究会開催 
[1]  小嶌康史，深沢泰司，水野恒史，高橋弘充，大野雅功，CORE-U：研究会 X＠広島，平成

30 年 3 月 1-2 日 広島大学, 30 名 
[2]  吉田 滋，水野恒史：マ
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[3]  植村 誠:「宇宙ジェット」，高校生のための広島大学公開講座「相対性理論と宇宙」，平

成 29年 7月 28 日，広島大学，約 50 名参加 

[4]  大野雅功：「重力波」，高校生のための広島大学公開講座「相対性理論と宇宙」，平成 29

年 7月 28 日，広島大学，約 50名参加 
[5]  深沢泰司：広島大学オープンキャンパス，平成 29年 8月 18 日，広島大学，約 100 名参加，

「最新装置による宇宙観測」 

社会活動，学会委員 
[1]  深沢泰司：ガンマ線観測衛星フェルミ衛星国際チームの日本代表，予算委員メンバー，シ

ニアサイエンスアドバイザ委員メンバー 
[2]  深沢泰司：宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所 小規模計画「フェルミガンマ線宇宙望遠

鏡による高エネルギー宇宙観測の推進」：研究代表者 
[3]  深沢泰司：大型 X 船衛星 Athena：X-IFU サイエンスアドバイザ委員 
[4]  深沢泰司：高エネルギー宇宙連絡会将来検討委員 
[5]  深沢泰司：宇宙線研究者会議将来検討委員 
[6]  川端弘治：日本天文学会 推薦委員会 委員長 
[7]  川端弘治：日本天文学会 欧文研究報告編集委員会 委員 
[8]  川端弘治：日本天文学会 天体発見賞選考委員会 委員 
[9]  川端弘治：国立天文台 研究交流委員会 副委員長 
[10]  川端弘治：国立天文台 光・赤外線天文学研究教育大学間連携協議会委員 
[11]  川端弘治：国立天文台 光赤外線専門委員会 委員 
[12]  川端弘治：兵庫県立大学天文科学センター運営委員会 外部委員 
[13]  川端弘治：マツダ財団科学わくわくプロジェクト実行委員会 委員 
[14]  水野恒史：ガンマ線衛星フェルミの diffuse group コーディネータ 

外部評価委員 
[1]  深沢泰司：JAXA 全天 X 線監視装置 MAXI 科学運用延長審査員 
[2]  川端弘治：国立天文台 TMT 推進小委員会 TMT 戦略基礎開発研究経費審査委員 

国際共同研究 
[1]  深沢泰司，水野恒史，高橋弘充，大野雅功，田中康之，大杉 節，Helen Poon, Fermi LAT 

collaboration（主にアメリカ，イタリア，フランスの 450 名），約 10 の国内研究期間,宇宙

ガンマ線観測衛星フェルミによる高エネルギー宇宙観測の研究 
[2]  深沢泰司，水野恒史，高橋弘充，大野雅功，田中康之，北口貴雄，ASTRO-H/Hitomi Collaboration

（主にアメリカ，オランダ，イギリス，フランスの 200 名），ISAS/JAXA，約 20の国内研

究機関，X 線観測衛星 ASTRO-H/「ひとみ」による高エネルギー宇宙観測の研究 
[3]  高橋弘充，水野恒史，Mak Piece（スウェーデン，スウェーデン王立工科大学），早稲田大，

東大など，硬 X 線偏光気球実験 PoGOLIte+ 
[4]  高橋弘充，水野恒史，深沢泰司，Mak Piece（スウェーデン，スウェーデン王立工科大学），

名大など，超小型衛星 CUBES，GRB ガンマ線偏光小型衛星 SPHiNX 計画 
[5]  水野恒史，深沢泰司，北口貴雄，IXPE 衛星（主にイタリア，アメリカ），理研，名大，阪

大，山形大， X 線偏光観測衛星 IXPE 
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[6]  深沢泰司，水野恒史，田中康之，高橋弘充，CTA collaboration（主にヨーロッパ，アメリカ

の約 200 名），東大宇宙線研など各 20の国内研究期間，次世代 TeV ガンマ線望遠鏡の開発 
[7]  Norbert Werner，大野雅功，深沢泰司，水野恒史，高橋弘充，Eotvos 大学などハンガリー機

関，名大，京大，理研，重力波対応 SGRB 観測超小型衛星群計画 
[8]  高橋弘充，水野恒史，深沢泰司，Henric Krawczynski（アメリカ，ワシントン大学），理研，

阪大，名大など，硬 X 線偏光気実験 X-Calibur 
[9]  高橋弘充，濱口健二， Michael Corcoran，アメリカ・NASA/GSFC，大質量連星 Eta Carinae

の国際共同研究 
[10]  
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[8]  高橋弘充：東北大学金属材料研究所共同研究 平成 29 年度「新規開発シンチレータの詳細

測定と応用」研究代表者，平成 29年度直接経費 248 千円 

特筆すべき事項 
[1] 水野恒史：広島大学長特別表彰 
[2] 高橋弘充：広島大学長特別表彰 
[3] 植村 誠：Phoenix Outstanding Researcher Award 
[4] 内海洋輔：プレスリリース「重力波天体の電磁波観測」，2017 年 10 月 17 日 
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ネッセンス材料についての成果を2016年にAngew. Chem. Int. Ed.で報告したが，共同研究を継続し

ており，新たな成果がまとまりつつある。また，釜山大学とのZnOの強磁性に関する研究では成

果を黒岩教授と釜山大学のSe-Young Jeong教授の2人を共に責任著者としてSci. Rep.で報告した。特

に，釜山大学のグループとは長年にわたり学生ワークショップをお互いに主催してきた関係でもあ

り，研究面でも共同で成果公表できたことは特筆したい。さらに，企業3社と共同研究を行っており，

そのうち2社との成果を論文で公表できた。 
このように，SPring-8 BL02B2の重点研究課題では，国内外の大学・研究所・企業との共同研究

を通して，今までに確立してきた我々の実験・解析手法によりハイスループットが実現されてい

る。一方，平成20年にSPring-8 BL02B1単結晶構造解析ビームラインに新しい回折装置が導入され

た。我々のグループは設計段階から参加し，コミッショニング実験を行い設計どおりに装置が機

能することを確認し，その成果を公表した。平成21年度から森吉准教授がこの単結晶ビームライ

ンのパワーユーザーメンバーに選任され，重点研究課題「単結晶高分解能電子密度分布解析によ

る精密構造物性研究」を5年間推進した。BL02B2粉末構造解析ビームラインの重点研究課題と合

わせて，2つの重点研究課題において我々構造物性グループのメンバーがそれぞれ利用者指定され

たことにより，放射光粉末回折実験および放射光単結晶回折実験を両輪とした構造物性研究が強

力に推進できる環境が整った。 
BL02B1でもパワーユーザー課題は一度終了し，平成26年度より，新たに，パートナーユーザー

課題「Application of synchrotron radiation in materials crystallography」が，日本，デンマーク，フラ

ンス，イギリスのグループによる国際共同研究として開始された。日本からは黒岩教授が参加し，

強誘電体の電場印加下での静的および動的構造変化と誘電特性との関係について研究を開始した。

名古屋市立大学との共同研究により，水晶振動子の振動中の原子の運動を電場印加下で詳細に追

跡することで，水晶振動子の振動機構を解明する技術を開発した。水晶の詳しい振動機構は長い

間不明であったが，我々のグループで開発した時間分解X線構造解析システムを利用して，30MHz
で振動している水晶振動子の原子の運動を50ピコ秒の時間分解能で一瞬の動きを構造解析するこ

とに成功した。任意の時間で構造解析した結晶構造を繋ぎ合せてアニメーションを作成すること

で，水晶振動子の安定した振動は，酸素原子がケイ素原子との共有結合に垂直な方向に弾性的に

微小変位することで引き起こされ，この原子変位に伴う電気分極の発生が，力学的エネルギーを

効率的に電気的エネルギーに変換していることを実験的に可視化した。この技術を応用して，今

年度から交流電場下で誘電緩和状態にある瞬間の誘電体の結晶構造を時間分解X線結晶構造解析

で明らかにするプロジェクトを開始した。このような時間分解X線構造解析の成果に対して，黒

岩教授が分析電子顕微鏡討論会やエレクトロセラミックス研究討論会で招待講演を行った。また，

森吉准教授は，物性若手夏の学校で講師を務めた。強誘電体に対する時間分解X線構造解析は，

薄膜やセラミックス試料を用いたものが主流で，試料中の基板や粒界の影響を含む現象を観測し

ていた。単結晶試料を用いた時間分解X線回折実験では，基板等の影響を受けない圧電体本来の

性質を測定できる。対象は圧電体材料に限らないため，蓄電デバイス等，様々な電子デバイスが

実際に動作している瞬間の結晶構造を原子レベルで透視して観測することが可能となり，物質機

能と結晶構造を一対一に対応させた材料開発に大いに貢献できると期待されている。 
一方，構造物性研究グループでは，教育や社会貢献に係わる事業にも積極的に関与している。

平成23年度に立ち上げた広島県立祇園北高校とのJSTのサイエンス・パートナーシップ・プログラ

ム（SPP）は平成27年度からはポストSPPプログラムとして継続され，機能物質の結晶育成に関す

るコンテスト（クリスタルコンペ）を今年度も継続している。また，広島大学と釜山大学（韓国）

との間の学術・教育交流に関する大学間協定書に基づく国際交流事業として，構造物性グループ
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国際会議 
（招待講演） 

[1]  Y. Kuroiwa; “Visualization of Chemical Bonding in Functional Ferroelectrics and Their Solid 
Solutions by SXRD”, 12th Pacific Rim Conference on Ceramic and Glass Technology （PACRIM 
12）, （May 21-26, 2017, Hilton Waikoloa Village, Waikaloa, Hawaii, USA）.  

[2]  Y. Kuroiwa; “Synchrotron Radiation Evidence on Off-centered Lone-pair Cations Revealed in 
Cubic Structure of Perovskite-type Oxides”, The 9th China-Japan Symposium on Ferroelectric 
Materials and their Applications, （September 14-18, 2017, Xiangyu Hotel, Chendu, China）. 

[3]  C. Moriyoshi; “Crystal Structure of Anion Changeable Layered Double Hydroxides by 
Synchrotron Radiation X-ray Diffraction”, Frontiers in Materials Science （FMS 2017） , 
（September 4-6, 2017, Alfried Krupp Kolleg, Greifswald, Germany）.   

（一般講演） 
[1] ◎ S. Wada, R. Ariizumi, T. Aizawa, S. Najwa, S. Ueno, N. Kumada, C. Moriyoshi and Y. Kuroiwa; 

“Piezoelectric Enhancement of Bismuth-based Piezoelectric Materials with Pseudo-cubic Symmetry 
Based on Nano/Macro Complex Domain Configurations”, 2017 Joint IEEE International Symposium 
on Applications of Ferroelectrics （ISAF）, International Workshop on Acoustic Transduction 
Materials and Devices （ IWATMD） , and the Piezoresponse Force Microscopy and Polar 
Phenomena at the Nanoscale Workshop （PFM）, （May 7-11, 2017, Georgia Institute of Technology, 
Atlanta, Georgia, USA）. 

[2] ◎ A. Miura, Y. Mizuguchi, C. Moriyoshi, Y. Kuroiwa, M. Higuchi and K. Tadanaga; “Crystal and 
Electronic Structures of LaOBiS2 and LaOInS2”, 12th Pacific Rim Conference on Ceramic and 
Glass Technology （PACRIM 12）, （May 21-26, 2017, Hilton Waikoloa Village, Waikaloa, Hawaii, 
USA）.  

[3] ◎ S. Kim, G. P. Khanal, C. Moriyoshi, Y. Kuroiwa and S. Wada; “In-situ Electric Filed Induced 
Lattice Strain Observation and Crystallographic Structures of BiFeO3-BaTiO3 Lead-free Ceramics”, 
12th Pacific Rim Conference on Ceramic and Glass Technology （PACRIM 12）, （May 21-26, 
2017, Hilton Waikoloa Village, Waikaloa, Hawaii, USA）. 

[4] ◎ S. Wada, R. Ariizumi, T. Aizawa, S. Najwa, I. Fujii, S. Ueno, N. Kumada, C. Moriyoshi and Y. 
Kuroiwa; “Piezoelectric Enhancement of Bismuth-Based Piezoelectric Materials Based on 
Nano/Macro Complex Domain Configurations”, The Tenth International Conference on the Science 
and Technology for Advanced Ceramics （STAC-10）, （August 1-3, 2017, Mielparque-Yokohama, 
Yokohama）. 

[5] ◎ T. Matsumura, D. Urushihara, T. Asaka, K. Konishi, S. Konishi, K. Tanaka, T. Abe, D. Tsuru, C. 
Moriyoshi, and Y. Kuroiwa; “Correlation among Structure, Magnetism and Electron Transport due 
to Successive Charge Ordering Transition in GdBaFe2O5”, The 15th International Conference on 
Advanced Materials （IUMRS-ICAM 2017）, （August 27-September 1, 2017, Kyoto University, 
Kyoto, Japan）. 

[6] ◎
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Perovskite BaBiO3 Visualized by Synchrotron Radiation Powder Diffraction”, The 9th China-Japan 
Symposium on Ferroelectric Materials and their Applications, （September 14-18, 2017, Xiangyu 
Hotel, Chendu, China）. 

[8] ◎ S. Wada, R. Ariizumi, T. Aizawa, S. Najwa, I. Fujii, S. Ueno, N. Kumada, C. Moriyoshi and Y. 
Kuroiwa; “Iron's Valence Control of BiFeO3-based Piezoelectric Ceramics for Property 
Enhancement”, 2017 ICAT Symposium, 70th ICAT International Smart Actuator Symposium, 
（October 3-4, 2107, Days Inn Penn State, Pennsylvania,USA）. 

[9] ◎ T. Abe, C. Moriyoshi and Y. Kuroiwa; “Valence Electron Density Analysis of Perovskite-Type 
Ferroelectric PbTiO3 and BaTiO3 by SXRD”, 2017 Korean-Japanese Student Workshop （Pusan 
National University - Hiroshima University）, （November 2-5, 2017, Pusan National University, 
Busan, Korea）. 

[10] ◎ S. Noda, C. Moriyoshi and Y. Kuroiwa; “Crystal Structural Change of Pb（Mg1/3Nb2/3）O3 
Associated with Ferroelectric Phase Transition by Synchrotron Radiation X-ray Diffraction”, 2017 
Korean-Japanese Student Workshop （Pusan National University - Hiroshima University） , 
（November 2-5, 2017, Pusan National University, Busan, Korea）. 

[11] ◎ I. Fujii, T. Aizawa, S. Ueno, N. Kumada, C. Moriyoshi, Y. Kuroiwa and S. Wada; “Piezoelectric 
properties and electric-field-induced lattice deformation of Bi （ Mg1/2Ti1/2 ） O3-modified 
BaTiO3-BiFeO3 ceramics”, JSPM International Conference on Powder and Powder Metallurgy, 
（November 6-9, 2017, Kyoto University Clock Tower Centennial Hall, Kyoto）. 

[12] ◎ G. Khanal, S. Kim, I. Fujii, S. Ueno, C. Moriyoshi, Y. Kuroiwa and S. Wada; “Effect of 
Post-annealing on Crystal Structures and Electric Properties in BaTiO3 Ceramics with Damaged 
Surface Layers”, The 4th International Conference on Advanced Electromaterials （ICAE 2017）, 
（November 21-24, 2017, Ramada Plaza Jeju Hotel, Jeju, Korea）. 

[13] ◎ S. Kim, G. P. Khanal, S. Ueno, C. Moriyoshi, Y. Kuroiwa and S. Wada; “Revealing the Role of 
Heat Treatment in Enhancement of Electrical Properties of BiFeO3-base Lead-free Piezoelectric 
Ceramics”, The 4th International Conference on Advanced Electromaterials （ICAE 2017）, 
（November 21-24, 2017, Ramada Plaza Jeju Hotel, Jeju, Korea）. 

国内学会 
（招待講演） 

[1]  黒岩芳弘：「放射光 X 線回折による強誘電体の静的・時分割構造物性研究の進展」，第33

回 分析電子顕微鏡討論会，（平成29年9月5-6日，幕張メッセ国際会議場国際会議室，千葉） 
[2]  黒岩芳弘：「電子密度解析で観るペロブスカイト型酸化物の局所構造」，豊田理化学研究所

特定課題研究「多元秩序制御による熱・体積機能の開拓」研究会，（平成29年8月10日，名

古屋大学，名古屋） 
[3]  黒岩芳弘：「放射光 X 線回折による構造可視化の現状と展望」，第37回エレクトロセラミッ

クス研究討論会，（平成29年10月12-13日，ユニオンビル，川崎） 
[4]  森吉千佳子：「放射光回折でみる結晶構造のダイナミクス」，第62回物性若手夏の学校，（平

成29年7月28日，ぎふ長良川温泉ホテルパーク，岐阜） 

（依頼講演） 
[1]  B. Iversen, J. Overgaard, Y. Kuroiwa and E. Nishibori：「Activities at BL02B1 in PU project 0078」, 
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（一般講演） 

[1] ◎ K. Matsuo, H. Namatame, M. Taniguchi, “Structural dynamics and hydration of monosaccharides 
characterized by vacuum-ultraviolet circular-dichroism spectroscopy”, 16th International 
Conference on Chiroptical Spectroscopy 2017, （Rennes, France, 2017.6.11-15） 

[2] ◎ D. Song, G. Han, W. Kyung, J. Seo, S. Cho, B. Kim, M. Arita, K. Shimada, H. Namatame, M. 
Taniguchi, Y. Yoshida, H. Eisaki, S.-R. Park, C. Kim, “Electron number-based phase diagram of 
Pr1-xLaCexCuO4-δ and possible absence of disparity between electron- and hole-doped cuprate phase 
diagrams”, International Workshop on Strong Correlations and Angle-Resolved Photoemission 
Spectroscopy （CORPES17）, （Hiroshima, Japan, 2017.7.2-7） 

[3] T. Yoshida, D. Ootsuki, K. Yamawaki, D. Shimonaka, D. Shibata, H. Eisaki, T. Sasagawa, A. 
Fujimori, H. Kumigashira, K. Ono, M. Arita, H. Namatame, M. Taniguchi, S.-i. Ideta, K. 
Tanaka, “Self-energy in the superconducting states of the high-Tc cuprates Bi2Sr2CaCu2O8+δ”, 
International Workshop on Strong Correlations and Angle-Resolved Photoemission Spectroscopy 
（CORPES17）, （Hiroshima, Japan, 2017.7.2-7） 

[4] ◎ K. Miyamoto, H. Wortelen, T. Okuda, A. Kimura, J. Henk, M. Donath, “Spin polarization of 
Dirac-cone surface state at W（110） influenced by polarized light”, International Workshop on 
Strong Correlations and Angle-Resolved Photoemission Spectroscopy （CORPES17）, （Hiroshima, 
Japan, 2017.7.2-7） 

[5] ◎ S.-L. Wu, K. Sumida, K. Miyamoto, K. Taguchi, T. Yoshikawa, A. Kimura, Y. Ueda, M. Nagao, S. 
Watauchi, I. Tanaka, T. Okuda, “Direct evidence of hidden local spin polarization in a novel 
superconductor LaO0.55F0.45BiS2”, International Workshop on Strong Correlations and 
Angle-Resolved Photoemission Spectroscopy （CORPES17）, （Hiroshima, Japan, 2017.7.2-7） 

[6] ◎ Y. Okamoto, S. Iwasaki, K. Takubo, H. Wadati, K. Kudo, H. Ishii M. Nohara, K. Miyamoto, T. 
Okuda, N. L. Saini, T. Mizokawa, “Spin-orbit splitting in bulk and surface states in IrTe2 probed by 
spin-resolved photoemission spectroscopy”, International Workshop on Strong Correlations and 
Angle-Resolved Photoemission Spectroscopy （CORPES17）, （Hiroshima, Japan, 2017.7.2-7） 

[7] ◎ T. Miyashita, W. Mansuer, H. Takita, T. Kubo, S. Ishizaka, E. F. Schwier, H. Iwasawa, K. Shimada, 
M. Arita, H. Namatame, Y. Numata, T. Uto, A. Matsuda, A. Ino, “Laser-based high-resolution 
angle-resolved photoemission study of Co-substituted high-Tc cuprate superconductor”, 
International Workshop on Strong Correlations and Angle-Resolved Photoemission Spectroscopy 
（CORPES17）, （Hiroshima, Japan, 2017.7.2-7） 

[8] ◎ W. Mansuer, K. Tokura, H. Takita, T. Miyashita, T. Kubo, S. Ishizaka, E. F. Schwier, H. 
Namatame, M. Taniguchi, M. Ishikado, A. Ino, “Angle-resolved photoemission study of 
Bi2Sr2CaCu2O8+δ using linearly polarized focused laser”, International Workshop on Strong 
Correlations and Angle-Resolved Photoemission Spectroscopy （CORPES17）, （Hiroshima, Japan, 
2017.7.2-7） 

[9] ◎ H. Takita, M. D. Watson, A. A. Haghighirad, W. Mansuer, H. Iwasawa, E. F. Schwier, A. Ino, Y. 
Aiura, M. Hoesch, “Laser ARPES of the nematic phase of FeSe”, International Workshop on Strong 
Correlations and Angle-Resolved Photoemission Spectroscopy （CORPES17）, （Hiroshima, Japan, 
2017.7.2-7） 

[10] ◎ E. F. Schwier, H. Iwasawa, M. Arita, W. Mansuer, H. Takita, A. Ino, H. Namatame, M. Taniguchi, 
Y. Aiura, K. Shimada, “Probing low-energy correlations on μm length-scales with ultimate energy 
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and momentum resolutions”, International Workshop on Strong Correlations and Angle-Resolved 
Photoemission Spectroscopy （CORPES17）, （Hiroshima, Japan, 2017.7.2-7） 

[11] ◎ H. Sato, J. Kodama, Y. Utsumi, S. Ohara, T. Yamashita, H. Nagata, M. Arita, H. Anzai, K. 
Shimada, H. Namatame, M. Taniguchi, “Angle-resolved photoemission spectroscopy study on 
YbNi3X9（X=Al,Ga）”, International Workshop on Strong Correlations and Angle-Resolved 
Photoemission Spectroscopy （CORPES17）, （Hiroshima, Japan, 2017.7.2-7） 

[12] ◎ A. Rousuli, H. Sato, S. Nakamura, T. Ueda, Y. Matsumoto, S. Ohara, E. F. Schwier, M. Zheng, K. 
Shimada, M. Arita, H. Namatame, M. Taniguchi, “Angle-resolved photoemission spectroscopy  
study on Yb2Pt6Ga15”, International Workshop on Strong Correlations and Angle-Resolved 
Photoemission Spectroscopy （CORPES17）, （Hiroshima, Japan, 2017.7.2-7） 

[13] ◎ M. Arita, H. Sato, K. Shimada, H. Namatame, M. Taniguchi, H. Tanida, W. Hirano, Y. Osanai, K. 
Hayashi, F. Iga, “Angle-resolved photoemission study of Sm1-xYbxB6”,  International Workshop on 
Strong Correlations and Angle-Resolved Photoemission Spectroscopy （CORPES17）, （Hiroshima, 
Japan, 2017.7.2-7） 

[14] ◎ S. Ishizaka, H. Takita, T. Kubo, T. Miyashita, W. Mansuer, E. F. Schwier, H. Iwasawa, K. 
Shimada, H. Namatame, S. Ueda, A. Ino, “High-resolution photoemission study of A15-type 
superconductors, Nb3Al and Nb3Sn”, International Workshop on Strong Correlations and 
Angle-Resolved Photoemission Spectroscopy （CORPES17）, （Hiroshima, Japan, 2017.7.2-7） 

[15] ◎ H. Namatame, K. Goto, E. F. Schwier, Y. Aiura, K. Shimada, “Fermi velocity and electron 
self-energy of Ni（100） studied by polarization dependent ARPES”,  International Workshop on 
Strong Correlations and Angle-Resolved Photoemission Spectroscopy （CORPES17）, （Hiroshima, 
Japan, 2017.7.2-7） 

[16] ◎ K. Goto, H. Namatame, E. F. Schwier, S. Kumar, Y. Aiura, K. Shimada, “Fermi surface 
dependent electron correlation in ferromagnetic Ni: high-resolution polarization-dependent ARPES 
study” International Workshop on Strong Correlations and Angle-Resolved Photoemission 
Spectroscopy （CORPES17）, （Hiroshima, Japan, 2017.7.2-7） 

[17] ◎ Y. Izumi, K. Matsuo, H. Namatame, “Structural analysis of lysine-4 methylated histone H3 
proteins using synchrotron radiation circular dichroism spectroscopy”, Chirality2017, （Tokyo, 
Japan, 2017.7.9-12） 

[18] ◎ K. Ichiki, T. Matsumoto, H. Anzai, R. Takeshita, K. Abe, S. Ishihara, T. Uozumi, H. Sato, A. 
Rousuli, S. Ueda, Y. Taguchi, K. Shimada, H. Namatame, M. Taniguchi, S. Hamano, A. Mitsuda, H. 
Wada, K. Mimura, “Many-body effect in temperature-induced valence transition of Eu（Rh0.6Co0.4）

2Si2 studied by hard x-ray photoemission spectroscopy and single impurity Anderson model 
calculation”, International Conference on Strongly Correlated Electron Systems （SCES17）, 
（Prague, Czech, 2017.7.16-21） 

[19] ◎ A. Rousuli, S. Nakamura, H. Sato, T. Ueda, Y. Matsumoto, S. Ohara, T. Nagasaki, K. Mimura, H. 
Anzai, K. Ichiki, S. Ueda, K. Shimada, H. Namatame, M. Taniguchi, “Electronic structure of 
Yb2Pt6X15（X=Al, Ga） studied by photoemission spectroscopy”, International Conference on 
Strongly Correlated Electron Systems （SCES17）, （Prague, Czech, 2017.7.16-21） 

[20] ◎ H. Anzai, R. Takakura, Y. Ono, S. Ishihara, H. Sato, H. Namatame, M. Taniguchi, T. Matsui, S. 
Noguchi, Y. Hosokoshi, “Valence-band structure of organic radical p-CF3PNN investigated by 
angle-resolved photoemission spectroscopy”, International Conference on Strongly Correlated 
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Electron Systems （SCES17）, （Prague, Czech, 2017.7.16-21） 
[21] ◎ H. Anzai, M. Arita, H. Namatame, M. Taniguchi, M. Ishikado, K. Fujita, S. Ishida, S.-i. Uchida, 

A. Ino, “Quantitative determination of effective mass enhancement in Bi2212 superconductor”, 
International Conference on Strongly Correlated Electron Systems （SCES17）, （Prague, Czech, 
2017.7.16-21） 

[22] ◎ Y. Izumi, K. Matsuo, “Methylation-induced structural alteration of histone H3 characterized by 
synchrotron radiation circular dichroism spectroscopy”, 1st QST International Symposium 
“Quantum Life Science”, （Chiba, Japan, 2017.7.25-26） 

[23] K. Matsuo, R. W. Woody, “Structural characterization of amyloid fibrils using synchrotron-radiation 
circular dichroism and circular dichroism theory”, Biochemistry and Molecular Biology Department 
Symposium, （Pingree Park, USA, 2017.8.11-12） 

[24] ◎ H. Sato, T. Nagasaki, H. I. Tanaka, K. Suekuni, A. Rousuli, S. Nakamura, N. Kawamura, X. G. 
Zheng, T. Fujii, T. Takabatake, H. Namatame, M. Taniguchi, “Cu 2p-1s x-ray emission spectroscopy 
of mineral tetrahedrite Cu12Sb4S13”, The 10th International Conference on Inelastic X-ray Scattering, 
（Hamburg, Germany, 2017.8.28-9.1） 

[25] T. Okuda, “Spin-resolved photoelectron spectroscopy at HiSOR, present status and future prospect”, 
The 22nd Hiroshima International Symposium on Synchrotron Radiation, （Higashi-Hiroshima, 
Japan, 2018.3.8-9） 

[26] K. Matsuo, “Present status and future prospect of HiSOR-VUVCD spectrophotometer for 
characterizing biomolecule structures in solution”, The 22nd Hiroshima International Symposium 
on Synchrotron Radiation, （Higashi-Hiroshima, Japan, 2018.3.8-9） 

[27] M. Sawada, “Magnetic surface nanostructures studied by soft X-ray magnetic circular dichroism at 
HiSOR-BL14”, The 22nd Hiroshima International Symposium on Synchrotron Radiation, 
（Higashi-Hiroshima, Japan, 2018.3.8-9） 

[28] K. Kawase, “Design study for future upgrading of HiSOR light source”, The 22nd Hiroshima 
International Symposium on Synchrotron Radiation, （Higashi-Hiroshima, Japan, 2018.3.8-9） 

[29] E. F. Schwier, “Present status and future plan of high-resolution ARPES at HiSOR”, The 22nd 
Hiroshima International Symposium on Synchrotron Radiation, （Higashi-Hiroshima, Japan, 
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[30] ◎ K. Goto, E. F. Schwier, H. Namatame, Y. Aiura, K. Shimada, “Electron correlation effect in 
ferromagnetic Ni: a high-resolution polarizati
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2018.3.8-9） 

[35] ◎ M. Maeda, S. Suzuki, K. Yamamoto, T. Mizokawa, N. L. Saini, M. Arita, H. Namatame, M. 
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（Higashi-Hiroshima, Japan, 2018.3.8-9） 
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study of a Weyl semimetal candidate MoTe2”, The 22nd Hiroshima International Symposium on 
Synchrotron Radiation, （Higashi-Hiroshima, Japan, 2018.3.8-9） 
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International Symposium on Synchrotron Radiation, （Higashi-Hiroshima, Japan, 2018.3.8-9） 
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国内学会 
（招待講演） 

[1]  泉 雄大：「放射光円二色性分光を用いたヒストンの DNA 損傷誘起二次構造変化の観測」， 
第 1 回量子生命科学研究会（東京大学，平成 29年 4月 12 日） 

[2]  奥田太一：「VLEED スピン検出器によるバルク敏感スピン分解光電子分光の可能性」，

SPring-8 シンポジウム 2017 SPRUC サテライト研究会「軟 X 線スピン分解 ARPES 検討会」

（広島大学千田キャンパス，平成 29 年 9 月 3 日） 
[3]  泉 雄大：「放射光円二色性分光によるメチル化ヒストン H3 の構造解析」，第 60回放射線

化学討論会（産業技術総合研究所，茨城，平成 29年 9月 27-29 日） 
[4]  奥田太一：「HiSOR におけるスピン分解光電子分光の現状と展望」，PF 研究会「次世代光源

で拓かれる光電子分光研究の将来展望」，（KEK，平成 29 年 10 月 5-6 日） 
[5]  泉 雄大：「放射線生物学・量子生命科学研究における放射光円二色性分光の展開と可能性

―ヒストン構造変化の観
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学生の学会発表実績 
（国際会議） 

○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 9 件 

○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 6 件 

○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 10 件 

（国内学会） 

○ 博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数 8 件 

○ 博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数 6 件 

○ 博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数 7 件 

セミナー・講演会開催実績 
（HiSORセミナーの主催） 

[1]  藤木道也（奈良先端科学技術大学院大学物質創成科学研究科）;“円偏光発光（CPL）分

光法の黎明期，現状，将来展望”，平成 29年 4月 21 日 
[2]  神山 匡（近畿大学理工学部）;“円二色性と熱測定によるタンパク質凝集過程の観測”， 

平成 29 年 6 月 2 日 
[3]  Konrad Matho (Institut Néel); “"Heavy Fermions" as observed by photoemission and interpreted 

by the "PAM"”， 平成 29年 7月 10 日 
[4]  Andrés F. Santander-Syro (CSNSM, Université Paris-Sud / Hiroshima Synchrotron Radiation 

Center (HSRC), Hiroshima University); “Novel two-dimensional electron systems at the surface 
of transition-metal oxides”， 平成 29年 7月 25 日 

[5]  Jan Peter Sievers (a honor member of CERN); “Physical aspects of particle generation target for 
accelerator”， 平成 29年 12 月 7日 

[6]  Mario Novak (Faculty of science, University of Zagreb); “Magnetotransport properties of Dirac 
nodal-line semimetal ZrSiS”， 平成 29年 12 月 18 日 

[7]  Sandrine Lacombe (University Paris-Sud, CNRS. Orsay (France)); “Nanoparticles: exquisite tools 
to improve radiation based therapies”， 平成 30年 2月 23 日 

[8]  Kentaro Fujii (National Institutes for Quantum and Radiological Science and Technology); 
“Radiation damage to DNA induced by K-shell electron ionizations”， 平成 30年 2月 23 日 

[9]  山本尚人（高エネルギー加速器研究機構加速器研究施設）;“加速器の進歩を促す物理研

究”，平成 30年 3月 14 日 
[10]  島田美帆（高エネルギー加速器研究機構加速器研究施設）; “未来の放射光をつくる加

速器”，平成 30 年 3 月 14 日 

（国際シンポジウム・ワークショップ主催） 
[1]  International Workshop on Strong Correlati
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☻ⱪfi◐ꜗfiⱤכ○  [2] 180  29 8 17Ӈ18  

[3]  21  29 9 20  

[4]  60  29 10 18  

[5]  36  29 10 20  

[6]  21  29 11 2  

[7]  29 ה 100   29 11 3  

[8]  56  29 11 9  

[9]  30  29 12 7   

[10]  42  2017 12 21  

─ ה  
fi◕fi♬כ꜡◓  [1] 29  29 4 26  

[2]  Ɽꜞ 6 1  29 5 12  

[3]  JICA ⱪ♇◦כ♫♩כⱣꜟⱤכ꜡◓ 5  29 5 30  

[4]  ꜡◦▪♩ⱶ☻◒ ○꜠fiⱩꜟ◓ ⱡⱲ◦ⱦꜟ☻◒ 12  

29 8 3  

[5]  21  29 11 7  

ה  [6] 35  29 11 15  

♪fi☼ꜝfiכ▫◒ה▪ꜞꜝ♩☻כ○  [7] STEM 18  29 12 8  

[8]  JST ↕ↄ╠◘▬◄fi☻ⱪ꜡◓ꜝⱶ 16  30 3 1  

[9]  JST ↕ↄ╠◘▬◄fi☻ⱪ꜡◓ꜝⱶ 16  30 3 9  

─ ה  
[1]  2  29 4 14  

[2]  3  29 4 18  

[3]  ⱱכⱶ♥꜠ⱦ 6  29 5 2  

[4]  1  29 6 6  

[5]  1  29 6 9  

[6]  2  29 7 14  

[7]  2  29 7 20  

[8]  5  29 8 21  

[9]  1  29 10 12  

[10]  ☿fi♃כ 2  29 11 13  

[11]  ─ 27  29 11 22  

[12]  2  30 2 4  
[13]  NISSHA 1  30 1 17  
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[14]  日本政府観光局コンベンション誘致部，4 名 （平成 30 年 2月 16 日） 

[15]  高エネルギー加速器研究機構，4 名 （平成 30 年 3 月 14 日） 

[16]  物質･材料研究機構，産業技術総合研究所，高輝度光科学研究センター，8名 （平成 30

年 3月 27 日） 

（学内の見学・研修受入） 
[1]  工学研究科，4名 （平成 29 年 4 月 19 日-20 日） 

[2]  理学研究科，14 名 （平成 29 年 5月 1日） 

[3]  広島大学新採用教員基礎研修，13名 （平成 29 年 5 月 9日） 

[4]  工学研究科，2名 （平成 29 年 5 月 17 日） 

[5]  理学研究科，15 名 （平成 29 年 5月 19 日） 

[6]  先端物質科学研究科，11名 （平成 29 年 5月 26 日） 

[7]  工学研究科，6名 （平成 29 年 6 月 2 日） 

[8]  放射光科学院生実験，13名 （平成 29 年 6月 5 日） 

[9]  先端物質科学研究科，13名 （平成 29 年 6月 15 日） 

[10]  理学研究科，16 名 （平成 29 年 6月 23 日） 

[11]  理学研究科，3名 （平成 29 年 6 月 29 日） 

[12]  総合科学研究科，21 名 （平成 29 年 7月 19 日） 

[13]  理学研究科，15 名 （平成 29 年 8月 1日） 

[14]  工学研究科，4名 （平成 29 年 9 月 27 日） 

[15]  理学研究科，5名 （平成 29 年 10 月 4 日） 

[16]  理学研究科，14 名 （平成 29 年 11 月 7日） 

[17]  理学研究科，28 名 （平成 29 年 11 月 9日） 

[18]  理学研究科，5名 （平成 29 年 11 月 22 日） 

[19]  理学研究科，15 名 （平成 29 年 12 月 12 日） 

[20]  工学研究科，48 名 （平成 29 年 12 月 15 日） 

[21]  理学研究科，17 名 （平成 30 年１月 30 日） 

[22]  理学研究科，11 名 （平成 30 年 2月 9日） 

（出前授業等） 
[1]  奥田太一：課題研究成果発表会コメンテーター，広島県立国泰寺高校（平成 30年 2月 20

日） 

（学協会委員） 
[1]  島田賢也：International Workshop on Strong Correlations and Angle-Resolved Photoemission 

Spectroscopy (CORPES17), Chair, Local Organizing Committee 
[2]  佐藤 仁，井野明洋，宮本幸治，Eike F. Shwier：International Workshop on Strong Correlations 

and Angle-Resolved Photoemission Spectroscopy (CORPES17), Local Organizing Committee 
[3]  島田賢也：International Workshop on Trends in Advanced Spectroscopy in Materials Science 

（TASPEC）, Chair, Local Organizaing Committee 
[4]  生天目博文，奥田太一，佐藤 仁，松尾光一，澤田正博，Baojie Feng，Eike. F. Schwier，

宮本幸治，松葉俊哉，泉 雄大：International Workshop on Trends in Advanced Spectroscopy 
in Materials Science (TASPEC), Local Organizaing Committee 
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[5]  島田賢也：Synchrotron Radiation Instrumentation (SRI 2018), International Advisory Committee 
[6]  松尾光一：Member of editorial board in “Biomedical Spectroscopy and Imaging - IOS Press” 

（平成 26年- ） 
[7]  松尾光一：Members of the PCDDB (Protein Circular Dichroism Data Bank) International 

Technical Advisory Board （平成 24年- ） 
[8]  川瀬啓悟：日本加速器学会編集委員 
[9]  奥田太一：日本表面科学会関西支部幹事 
[10]  奥田太一：日本放射光学会プログラム委員 
[11]  佐藤 仁：日本物理学会 Jr.セッション委員 
[12]  佐藤 仁：広島県物理教育研究推進会事務局，庶務幹事 

（外部評価委員等） 
[1]  奥田太一：SPring-8 / SACLA 成果審査委員会査読者 
[2]  奥田太一：高エネルギー加速器研究機構物質構造研究所放射光利用実験審査委員 
[3]  奥田太一：日本学⾢猡虁舀務ᬾ㠀㨺㨝等）Ā]� 
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[8]  ₈High Resolution Probing of Carbon Nanotube Energy Level Structure₉, Joseph Shapter כ○

☻כ♄ⱨꜞfiה▪ꜞꜝ♩☻  
[9]  ₈Investigation of the origin of the pseudogap and d-wave gap in Ruddlesden-Popper series 

iridates₉, Bumjoon Kim ה  
[10]  ₈Detangling orbital textures and circular dichorism of the charge-density wave TMD, VSe2₉, 

Phil King ♩fi☿ה ▪fi♪ꜟכ☼  
[11]  ₈Contributions of anomeric C-nucleoside triazole analogs synchrotron radiation to circular 

dichroism in vacuum-ultraviolet region₉, Mohammed A.E. Sallam ◄☺ⱪ♩ה▪꜠◒◘fi♪

ꜞ▪  
[12]  ₈Structural changes of histone core proteins by chromatin remodeling in DNA damage response 

of Arabidopsis thaliana₉, Jin-Houg Kim ה  
[13]  ₈Electron-phonon interaction in surface-doped black phosphorus₉, Keun Su Kim ה

 
[14]  ₈Mechanism of phosphate and hydrogen sulfide removal with oyster shells₉, Kyunghoi Kim

 
[15]  ₈ Semiconductor to metal transition and spin-orbit coupling in boron doped graphene 

nanoribbons₉, Alexander Grüneis ♪▬♠ ◔ꜟfi  
[16]  ₈In-plane and out-of-plane magnetization in topological insulators and BiTeI doped by magnetic 

rare-earth metals Gd,Dy  indicated by in-plane kII-shift of the Dirac states and opening of the 
gap at the Dirac point at different magnetic atom concentration₉, Alexander Shikin ꜡◦▪ ◘

fi◒♩Ɑ♥ꜟⱩꜟ◒  
[17]  ₈Analysis of the Dirac cone structure characteristic for topological phase in graphene on Pt 111  

by deposition and intercalation of Bi₉, Alexander Shikin ꜡◦▪ ◘fi◒♩Ɑ♥ꜟⱩꜟ◒  
[18]  ₈Probing correlated topological state in YbPtBi and related compounds₉, Yang Liu ה

 
[19]  ₈Spin-orbital textures in non-symmorphic semimetals₉, Phil King ☿fi♩ ▪fi♪ꜟכ

☼  
[20]  ₈Investigations of the interplay between magnetism and superconductivity in EuFeAs122 

superconductors₉, Shaolong He  
[21]  ₈ARPES studies of bandstructure and pairing interactions in new organic high ternperature 

superconductors₉, Daniel Dessau ◖꜡ꜝ♪  
[22]  ₈Interplay of exchange and spin-orbit interaction for interface states in Ni/W 110 ₉, Markus 

Donath ♪▬♠ Ⱶꜙfi☻♃כ  
[23]  ₈Controlling c-f hybridization in cerium oxide via strain-induced ࠕ& 
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中における糖類の構造ダイナミクス観測法の開発」総額：150 千円 

その他特記すべき事項 
（受賞） 

[1]  泉 雄大：平成 29年度 広島大学学長表彰 
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２ 物理学科 

平成29年度より，学科名称を「物理科学科」から「物理学科」へ変更した。 

2-1 学科の理念と目標 
宇宙と物質に関する基本的な疑問を解明するための基礎的な知識と手法，論理的な思考など物

理学に関する教育を行う。物理学科では，教育の理念を次のように定めている。 
○ 基本原理と普遍的法則の解明に向けた教育研究の推進 
○ 物理科学の新たな知の創造とその発展・継承 
○ 人類社会の進歩に貢献する人材の育成。 

学科の目標は，学士課程で修得すべき事項と学部修了時までに修得すべき事項とに分けて設定

されている。 
（１）学士課程 

学生の学習到達度や理解度に則した段階的な教育目標。 
基礎知識から専門知識の習得を経て，応用・実践能力を培う。 

（２）学部修了時 
学生の進路に応じて修得すべき目標。 
物理学的素養や問題解決能力を養い，物理学的素養を応用する能力と研究活動を行うの

に必要な物理科学の基礎知識と手法開発能力を培う。 

2-2 学科の組織 
物理学科の学部教育を担当する教員は，理学研究科物理科学専攻の全教員（24名），先端物質科

学研究科量子物質科学専攻の理学系教員（16名），および放射光科学研究センター（7名），宇宙科

学センター（3名），自然科学研究開発支援センター（1名）の教授，准教授から構成される。学部

教育を担当する教員数は現状で十分と考えられる。このように異なる研究科の2専攻と3センター

が学部教育を担当しており，それぞれの中期計画・中期目標に沿った教員人事選考が行われてい

るが，教員の公募・採用と配置では学部教育に関する共通の基盤にたった配慮がなされる様に「教

員の理学部（物理学科）併任に関する申合せ」を作成し，人事選考の過程で物理学科教授懇談会

の場で候補者の紹介が行われることが慣例となっている。 

◎物理科学科教員リスト（平成29年4月時点） 
・物理科学専攻 

教授 
大川正典，小嶌康史，杉立 徹，深澤泰司，黒岩芳弘，圓山 裕，木村昭夫，平谷篤也 

准教授 
両角卓也，石川健一，山本一博，志垣賢太，森吉千佳子，中島伸夫，関谷徹司 

助教 
岡部信広，本間謙輔，三好隆博，高橋弘充，大野雅功，石松直樹，真木祥千子，和田真一，

吉田啓晃 
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・放射光科学研究センター（併任） 
教授 

生天目博文，島田賢也，奥田太一 
准教授 

佐藤 仁，澤田正博，松尾光一，川瀬啓悟 

・宇宙科学センター（併任） 
教授 

川端弘治 
准教授 

植村 誠，水野恒史 

・先端物質科学研究科 
教授 

嶋原 浩，世良正文，高畠敏郎，鈴木孝至，岡本宏己，栗木雅夫 
准教授 

田中 新，樋口克彦，松村 武，鬼丸孝博，八木隆多，高橋 徹，檜垣浩之  
助教 

石井 勲，飯沼昌隆，伊藤清一  

・自然科学研究開発支援センター 
准教授 

梅尾和則 

2-3 学科の学士課程教育 
物理教育では，数学による解析的能力を養い，それを物理法則や基礎方程式に応用することが

求められる。さらに広く物理学の概念を学び，基本的法則を通して物理現象を検証し理解する必

要がある。したがって，学生には講義と演習と実験，結果の報告と発表を通じて，かなりの量の

体系的かつ論理的な思考の展開が要求される。この様な課程をスムースに通過させ，入学時の期

待と学習に対する熱意を持続させうる学士課程教育が必要となる。また，70％以上の学生が大学

院博士課程前期（修士）に進学する現状をみるとき，学部での基礎教育から大学院での専門教育

への接続，教育職免許などの資格取得意欲の持続など，到達目標型教育プログラムの推進と併せ

て教員の取り組みに検討すべき点が多い。 
物理学科では物理学の修得に必須となる科目をコア科目と位置づけ，学科としてその科目の内

容（モデルシラバス）を定めることにより，年度や担当教員の違いによるばらつきを少なくする

実施体制をとっている。また，演習科目や実験科目を中心にティーチングアシスタント（TA）を

配置することにより，きめ細かな指導の下で習熟度を高める効果が上がっている。選択必修の専

門科目については，授業アンケートの結果や大学院での専門教育への接続を考慮したカリキュラ

ムの軽微な変更を含む見直しを行っている。 
学士教育の担当教員数は現状で十分と考えられるが，負担が集中する傾向も見られる。准教授

がチューターを担当するケースが増えており，教授と准教授の役割分担は必ずしも明確ではない。

また，非常勤の削減を補うTAの雇用が増加している。TAによる授業補助や学生へのケアなど教育
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│ ⅛⌐ ⅜∫≡™╢⅜ TA ─ ≤ ⌂≥│ ─ ≢№╢⁹ 
⌂⅔ Ⱶ♇◦ꜛfi─ ≤RU/SGU ─ ╩ ↑≡ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─

◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─ ╩ ∫√⁹ 
 

─▪♪Ⱶ♇◦ꜛfiהⱳꜞ◦כ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶהⱳꜞ◦כ ♦▫ⱪ꜡ⱴהⱳꜞ◦כ⌐ ╡

ה ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ⱳꜞ◦כ╩ ─╟℮⌂ ⇔ ╩ ∫≡™╢⁹ 

1. アドミッション・ポリシー 
⅜ ⇔≡™╢ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─♦▫ⱪ꜡ⱴהⱳꜞ◦כ ┘◌ꜞ◐ꜙꜝⱶהⱳꜞ◦כ

╩ ╕ⅎ ⌐ ─╟℮⌂ ⌂ ╩ ⌐≈↑≡⅝√ ╩ ╘≡™╕∆⁹ 
ה (1) ⌐≈™≡│ ─ ╩ ┬√╘⌐ ⌂ ─ ⌐

≈™≡─ ™ ╩ ≈  
ה (2) ה ─ ⌐≈™≡│ ╛ ⌂≥─ ⌐ ╡ ╗─⌐ ⌂

╠─ ה ה ╩ ⇔≡ ⌐ ⅎ╢ ╩ ≈  
(3) ╩╙∫≡ ⌂ ₁≤ ⇔≡ ┬ ⌐≈™≡│ ™ ≢ ∆╢√╘⌐

⌂ ◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ⌐ ⌐≈™≡ ™ ╩ ≈  

⌂⅔ 1 ─ ⌐ ⇔≡⅔ↄ↓≤⅜ ↕╣╢ │ ─≤⅔╡≢∆⁹ 
ᵑ ─ ╩ ┬√╘⌐ ⌂ ─ ⌐≈™≡ ╩ ╘╢↓≤ 
ᵒ ─ ╩ ┬√╘⌐ ⌂ ─ ⌐≈™≡ ╩ ╘╢↓≤ 
ᵓ ╩ ┬√╘⌐ ⌂ ╩ ⇔≡⅔ↄ↓≤ 
ᵔ ╩ ┬√╘⌐ ⌂ ─ ⌂ ה fiꜛ◦כ◔♬ꜙⱵ◖ה ╩ ⌐

≈↑≡⅔ↄ↓≤ 

╕√ ⌐│ ↕╣√ ⌐╟╢ ─ ה ה ─  ⌐

∆╢ ─ ⌐ ⌐ ╡ ╖ ⌐⅔↑╢╟╡ ⌂ ה ⌐ ⌂

╩ ⌐≈↑╢↓≤─≢⅝╢ ╕√∕╣╠─ ╛ ╩ ⅛⇔≡

─ ╛ ─ ≤⇔≡ ≢ ∆╢↓≤╩ ∆ ╩ ╘≡™╕∆⁹ 

2. カリキュラム・ポリシー 
ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ╖ →─ ≢№╢ ─ ה ה ╩ ∆╢√╘ ◖

▪ ⌐ ↕╣≡™╕ ∆⁹╕√ ╕≢│

⌐ ∂╢↓≤⌂ↄ ⌐ ∆╢ ╩ ≢⅝╢ ≤⌂∫≡™╕∆⁹

≢│ ⌐ ∆╢ ╩ ↑ ─ ≤ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ 

3. ディプロマ・ポリシー 
ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢│ ─4 ⌐ ∆ ⌐⅔↑╢ ⌂ ה ה ╩ ⇔

⌐⅔↑╢╟╡ ⌂ ה ⌐ ⌂ ╩ ⌐≈↑ ╛ ─

№╢™│ ─ ╛ ≢ ∆╢↓≤─≢⅝╢ ─ ─√╘ ─

╘╢ ≤⌂╢ ╩ ⇔√ ⌐₈ ₉─ ╩ ⇔╕∆⁹ 
╢↑⅔⌐ ה ⌂ ה ה ⁹ 
╛ ה ⌂≥─ ╛⸗♦ꜟ ─ ⌐ ⇔≡ ─ ה ה ╩

⇔≡ ╠ ⌐ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝╢ ⁹ 
⌐ ה ╠∏ ™ ≤ ╩ ∫≡ ─ ™ ≢ ∆
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ることができる素養。 
・ 国際的な感覚を持ち，科学的な内容に関する報告や議論，プレゼンテーションなどを英語で

行うことができる能力。 
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学科授業担当 

平成29年度前期授業担当 

1年次 
月 力学Ａ 八木 
水 物理学演習 檜垣，川端，本間 
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平成29年度後期授業担当 

1年次 
月 物理数学Ｂ 樋口 
水 物理学序論 小嶌 

 
力学Ｂ 岡本 

金 力学演習 志垣，水野，奥田 
   

2年次 
火 電磁気学Ⅱ 鬼丸 
水 電磁・量力演習 島田（賢），檜垣，生天目 
木 物理数学Ｄ 山本（一） 

 
量子力学Ⅰ 大川 

金 物理科学数値計算法 三好 

 
物理科学実験法 梅尾 

   
3年次 

火 化学物理Ｂ 関谷 

 
物理科学実験Ｂ 木村（昭） 他 

水 統計力学Ⅱ 嶋原 

 
物理科学英語演習 平谷 

 
粒子物理学Ａ 志垣 

 
宇宙天体物理学 深澤（泰） 

木 統計力学演習 澤田，田中（新），森吉 

 
固体物理学Ⅰ 井野 

 
連続体力学 鈴木（孝） 

金 量子力学Ⅲ 世良，両角 

 
先端物理科学（平成27

年度以前入学生用） 
小嶌 

 
先端物理科学（平成28

年度入学生用） 
小嶌 

 
物理科学実験Ｂ 木村（昭） 他 

   
 

学士課程教育を推進するためには，学生の基礎学力を把握すると共に，多様な入学試験（AO-I
型，前期日程，後期日程）を経て入学する学生の学力分布を知ることが不可欠である。そこで，

平成18年度入学生から新入生テスト（数学，物理）を実施している。4月初旬に物理科学演習の授

業の中で実施された新入生テストについて，担当教員が物理教員会の場で結果と分析を報告して

いる。得られた情報を教員の共通理解とすると共に，学士課程教育に対する取り組みの検討指針

としている。成績不振の学生にはチューターが指導している。 
学士課程教育の理念を達成するためには，教育および教育環境に関する支援が重要と考えられ

Ⅱ－ 130



и 131 

╢⁹ ⌐ ∆╢ ≢│ ⅜ ╙ ≢№╢⁹ ⅔╟┘ ⌐ ∆╢●▬♄fi

☻╛ ▪fi◔כ♩ ─ ⌂≥│ ≤⌂∫≡™╢⁹ ⌐4 ─ ⅜♅ꜙ

16≡⇔≥כ♃כ 17 ─ ╩ ∆╢─≢ ⅝╘ ⅛™ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ ⌐

∆╢ ≢│ ה ─ ≤ⱱכⱶⱭכ☺─ ⌐╟╢ ≤ ⌐ ∆╢ ⅜

→╠╣╢⁹ 
─ ▪fi◔כ♩ ─ ≤ ⌐ ∆╢ │ ⌡ ≢№∫√⁹ │

⌐ ∆╢ ≤ ⅜ ╠╣√≤⇔≡ ⌐ ⇔≡™╢↓≤⅜ ⅛╢⁹ ⌐

╛♀Ⱶ♫כꜟ ─ ─ ⅜ ™⅜ ה ⌐ ∆╢ ╡ ╖─ ⅜ ™⁹

↓╣╠─ ─ ⌐ ╩ ↄ↓≤⅜ ↕╣╢⁹↓╣│ ⌐ ╠╣╢ ⅜ ⌐

∆╢ ≤ ⇔≡ ⌂ ≢№╢⁹ 3 ─ ⌐ ∆╢ ⌂ ⅜

╠╣≡™╢╟℮≢ ─√╘─ ─ ⌐╙ ∕─ ─ ⅜ ™⌐

⇔≡™╢⁹ ─ ╡ ╖⅜ ≢№╢↓≤╩ ↄ ⇔≡™╢⁹ 
⌐ ⌂ ╩ ⌐≈↑↕∑╢√╘⌐ ╩ ⌐∆╢ ⅜ ↑╠╣╢⁹

↓╣│ ─ №╢ ╡ ╖≤ ⅎ╢⅜ ⌐ ∆╢ ─ ≤ ⅜ ≢№╡

⌐ ∆╢◔▪╙ ≤⌂╢⁹ ─ ⅜ ↕╣╢ ≢ ↓╣╙ ≢─

╛ ⌂ ⌂≥≤ ≢│⌂™⁹ ─ ╩ ⅎ╢√╘─ ─ ⅜ ╘╠╣╢⅜

─ ≤ ↄ ⇔≡ ∕─ ─ ⅜ ™≡™╢⁹ 
╩ ╙ ≤∆╢ │ ─כ♃כꜙ♅⁹╢№≢ ⅜ ≢№╢⅜

⌂ ⌐ ⇔⌂⅜╠ ⌂ ⌐№╢ ─כ♃כꜙ♅╢∆▪◔╩ ⅜ ⇔≡™╢⁹↓

─ ⌂ ⅛╠ כ♃כꜙ♅─ │ ⌐ ≡™╢≤ ⅎ╠╣ ⌐ ⌐ ╩ ⅎ╢

⌐│ ☿fi♃כ≤─ ⌐╟╢ ⅜ ≤ ⅎ╠╣╢⁹ ─ ╩

╘≡ ⌐ ╩ ∆ ⌂ ╙ ≤ ⅎ╠╣╢⁹ 
⌐ ∆╢ ─ ╩ ╖ →╢ ╖≤⇔≡₈ Ⱶ♬ ₉╩ ⇔≡™

╢⁹ ─ ⅜ ⌐№∫√─≢ 26 ╟╡ ⌐ ⇔≡ ─

╩ ∫≡™╢⁹ ⌐ ∆╢ ─ │ ⌡ ≤ ↕╣╢⁹ 

学士課程教育の成果とその検証 
─ │ ⌐ ↕╣ ∕─ │ ≤ ≢ ↕╣

╢⁹ │ 3 ≢─ ╩ ∆ ╩ ⅝ 4 ⌐ ℮↓≤╩ ≤⇔≡⅔╡

100 ─ ≤ A B─ ╩ ─ ≤⇔≡™╢⁹ 
─ →≤╙™℮═⅝ ─√╘─ │ ┼─ ─

⅛╠ ╘≡ ≢№╢⁹ ≢│ 3 ─ ●▬♄fi☻⅛╠ ⌐ ╢

⌐₈ ⌐ ⅜₉ꜟכꜟ╢∆ ╘╠╣≡™╢⁹ ⌐ⱪכꜟ◓ ∆╢ │

─ⱪכꜟ◓ ⌐ ∂≡ ⌐ ╢╟℮⌐ ↕╣≡™╢⁹ 
│ ╩ ∆╢ ⌐ⱪכꜟ◓ ↕╣ ─ⱪכꜟ◓ №╢™│

⅜ ≤⌂∫≡ ה ─ ≢ ╩ ℮⁹ │ⱴכ♥ ™ↄ≈⅛─♥כⱴ

⅛╠─ №╢™│ ─ ⌐╟∫≡ ↕╣╢─⅜ ≢№╢⁹ ≤ ⌐

≢ⱪכꜟ◓ ⌐ ↕╣╢ ☿Ⱶ♫כ╩ ⇔ ⌐ ⇔√ ─

╙ ℮⁹ 

Ⅱ－ 131





Ⅱ－133 

平成29年度 理学部・物理科学科 卒業論文発表会 

平成30年2月13日（火） 場所：理学部 E002講義室 ショートオーラル 
理学部 E203大会議室 ポスター発表 

 氏 名 論 文 題 目 
指導 

教員 
主査 副査 

1 門田三星 ダストを生成したIbn型超新星SN2006jcの可視後期ス

ペクトルの解析 

深澤 川端 志垣 

2 射場健士朗 キラル磁性体RNi3Al9（R=Tb,Dy,Ho,Er,Tm）の磁気的

性質 

松村 松村 森吉 

3 岩下憲之 Pythonを用いた3次元銀河分布のフーリエ解析プログ

ラムの作成 

山本 山本 石川 

4 岡本崇史 マグネターの観測データに関しての解析と考察 小嶌 小嶌 植村 

5 森信祐希 線形ポールトラップ用平行平板型イオンコレクター

の検討 

岡本 伊藤 大野 

6 青木大輔 マルンバーグトラップにおける非中性電子プラズマ

の静電波振動 

檜垣 檜垣 澤田 

7 青木将晃 非線形多極イオントラップの特性評価 岡本 岡本 生天目 

8 新井雄大 磁場中比熱で視たキラル化合物YbNi3Ga9
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